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埼経協ニュース398号

四
月
十
三
日
㈭
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
十
六
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

上
條
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
議
案
は
五
月
十
日
㈬
の
定
時

総
会
に
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。こ

の
結
果
、
新
任
副
会
長
に

戸
所
邦
弘
氏
（
富
士
倉
庫
運
輸

㈱
取
締
役
社
長
）、
田
中
德
兵

衞
氏
（
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技

研
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
阿

久
根
謙
司
氏
（
東
京
ガ
ス
㈱
埼

玉
支
社
長
）
の
三
氏
の
就
任
が

内
定
し
た
。

ま
た
、
新
任
の
常
任
幹
事
と

し
て
川
鍋
宏
氏
（
㈱
タ
ム
ロ
ン

常
務
取
締
役
）
の
就
任
が
決
定

し
た
。

【
理
事
会
議
案
】

一
�
平
成
二
八
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
八
年
度
決
算
報
告

三
�
理
事
・
監
事
の
選
任

四
�
会
長
・
副
会
長
・
専
務
理
事
・
常

務
理
事
の
選
任

五
�
顧
問
の
委
嘱

六
�
常
任
幹
事
・
幹
事
の
委
嘱

七
�
平
成
二
九
年
度
定
時
総
会
並
び
に

臨
時
総
会
の
招
集

他
に
報
告
事
項
と
し
て
組
織
拡
大
協

力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
の
件
な
ど
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
理
事
、
監

事
、
常
任
幹
事
・
幹
事
な
ど
五
一
名
が

出
席
し
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
幹
事
会
終
了
後
、
立
正
大
学

経
済
学
部
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
吉
川

洋
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
人
口
減
少
と
日
本
経
済
」
と
題

し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’17 月号

日本経団連 埼玉

新
任
副
会
長
に
戸
所

邦
弘
氏（
富
士
倉
庫
運
輸
㈱
取
締
役
社
長
）

田
中
德
兵
衞
氏（
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

阿
久
根
謙
司
氏（
東
京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社
長
）

の
三
氏
の
就
任
を
内
定

常
任
幹
事
に
川
鍋

宏
氏（
㈱
タ
ム
ロ
ン
常
務
取
締
役
）が
新
た
に
就
任

〜
平
成
二
九
年
度
第
一
回
理
事
会
開
催
―
二
八
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
等

全
議
案
を
承
認
〜
幹
事
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
も
開
催

新任副会長に内定した（左から）戸所邦弘氏、田中德兵衞氏、阿久根謙司氏

理事会

幹事会幹事会開会挨拶 上條正仁会長

4・5
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第1回理事会で委嘱が承認（委嘱日 平成29年5月10日）

□会 長
代表理事 上條 正仁

（㈱埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー）
□副会長
理 事 加藤喜久雄

（㈱武蔵野銀行 取締役頭取）
〃 藤池 誠治

（㈱デサン 代表取締役会長）
〃 吉野 寛治

（吉野電化工業㈱ 代表取締役）
〃 池田 一義

（㈱埼玉りそな銀行 代表取締役社長）
〃 山本 彰

（日本ピストンリング㈱ 代表取締役社長）
〃 橋元 健

（キヤノン電子㈱ 取締役副社長）
〃 斉之平伸一

（三州製菓㈱ 代表取締役社長）
〃 原 敏成

（武州瓦斯㈱ 代表取締役社長）
〃 満岡 隆一

（ボッシュ㈱むさし工場 取締役専務執行役員）
〃 宮澤 政信

（マルキユー㈱ 代表取締役会長）
〃 神田 正

（㈱ハイデイ日高 代表取締役会長）
〃 牛窪 啓詞

（㈱愛工舎製作所 代表取締役）
〃 増田 文治

（㈱マスダック 代表取締役社長）
〃 川本 武彦

（㈱サイサン 代表取締役社長）
〃 徳渕 良孝

（日本信号㈱久喜事業所 取締役専務執行役員）

〃 髙橋 行憲
（㈱日中医療福祉支援機構 取締役会長）

〃 栗田美和子
（㈱クリタエイムデリカ 代表取締役）

〃 伊藤 麻美
（日本電鍍工業㈱ 代表取締役）

〃 阪本未来子
（東日本旅客鉃道㈱大宮支社 執行役員大宮支社長）

〃 石井 進
（AGS㈱ 代表取締役社長）

〃 小髙富士夫
（むさし証券㈱ 取締役社長）

〃 榊原 明
（東日本電信電話㈱埼玉事業部 取締役埼玉事業部長）

〃 荒木 道介
（UDトラックス㈱ シニアバイスプレジデント）

新任 〃 戸所 邦弘
（富士倉庫運輸㈱ 取締役社長）

新任 〃 田中德兵衞
（セントラル自動車技研㈱ 代表取締役社長）

新任 〃 阿久根謙司
（東京ガス㈱埼玉支社 埼玉支社長）

□専務理事
理事（業務執行理事） 根岸 茂文

（（一社）埼玉県経営者協会）
□常務理事
理 事 廣澤 健一

（（一社）埼玉県経営者協会）
□監事

監 事 中込 秀明
（富士電子㈱ 代表取締役社長）

監 事 松本伸一郎
（㈱松本商会 代表取締役社長）

□顧問の委嘱
栗原 隆
（太平洋セメント㈱ 名誉顧問）
森谷 文昭
（日本ピストンリング㈱ 元名誉顧問）

□常任幹事・幹事の委嘱
常任幹事25名、幹事64名の委嘱
新任 常任幹事 川鍋 宏

（㈱タムロン 常務取締役）

理事・監事並びに会長・副会長・専務理事・常務理事の選任（平成29年5月10日開催の定時総会の議決を経て就任予定）

目

次

頁

�
平
成
二
九
年
度
第
一
回
理
事

会
・
幹
事
会
開
催

一

�
平
成
二
八
年
度
第
三
回
理
事

会
・
幹
事
会
開
催

三

�
第
六
回
科
学
の
甲
子
園
全
国
大

会

十

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
の
募
集

十
二

�
平
成
二
八
年
度
埼
玉
県
課
題
解

決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果

報
告
会

十
三

�
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

十
三

�
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

十
四

�
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

十
四

�
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー十

五

�
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

十
五

�
働
く
女
性
応
援
講
座

十
六

�
新
入
社
員
研
修

十
六

�
青
年
経
営
者
部
会

十
七

�
第
三
十
回
生
き
生
き
職
場
体
験

交
流
の
集
い

十
八

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

二
十

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

二
一

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則

二
二

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
四

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
二
五

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
七

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

二
八

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
八
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【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

吉
川

洋

（
よ
し
か
わ

ひ
ろ
し
）
氏

1
9
7
4
年
東
京
大
学
経
済

学
部
卒
業
。
2
0
1
6
年
4
月

よ
り
立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
、

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
主
な
公

職
は
、
財
務
省
財
政
制
度
審
議

会
会
長
（
2
0
1
0
年
〜
2
0

1
7
年
）、
厚
生
労
働
省
社
会

保
障
審
議
会
委
員
（
2
0
1
1

年
2
月
〜
）、
日
本
経
済
学
会

会
長
（
2
0
1
2
年
度
）、景
気

動
向
指
数
研
究
会
座
長（
現
任
）。

主
な
著
書
は
、『
マ
ク
ロ
経
済

学
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

1
9
8
4
年
）、『
日
本
経
済
と

マ
ク
ロ
経
済
学
』（
東
洋
経
済

新
報
社
、
1
9
9
2
年
）、『
マ

ク
ロ
経
済
学
』（
岩
波
書
店
、

1
9
9
5
年
／
第
2
版
、
2
0

0
1
年
／
第
3
版
、
2
0
0
9

年
）、『
い
ま
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ

と
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
学
べ
』

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
2
0
0

9
年
）、『
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
―

�
日
本
の
慢
性
病
�
の
全
貌
を

解
明
す
る
』（
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
、
2
0
1
3
年
）、『
人

口
と
日
本
経
済
―
長
寿
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
経
済
成
長
』（
中

公
新
書
、
2
0
1
6
年
）。

三
月
二
二
日
㈬
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分
か

ら
幹
事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
は
、
理
事
二
十
名
と
監
事
二

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
事
務
局
よ
り

三
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
は
次
の
通
り
。

一
�
平
成
二
九
年
度
事
業
計
画

二
�
常
勤
理
事
の
平
成
二
九
年
度
報
酬

額

三
�
平
成
二
九
年
度
収
支
予
算

続
い
て
幹
事
会
が
、
理
事
二
十
名
、

監
事
二
名
、
名
誉
会
長
一
名
、
顧
問
一

名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
二
五
名
の
四
九

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
上
條
会
長
の

開
会
挨
拶
に
続
き
、
理
事
会
に
提
案
さ

れ
た
三
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
教
授

福
富

満
久
氏

よ
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
化
す
る

中
東
の
混
迷
」
と
題
し
て
、
混
迷
を
深

め
る
中
東
情
勢
の
現
状
と
課
題
等
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

懇親会開宴挨拶 牛窪啓詞副会長 積極的に質問が出された 講演する立正大学経済学部教授 吉川洋氏

懇親会閉宴挨拶 栗田美和子副会長 懇親会

平
成
二
九
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
八
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
を
開
催

理事会

幹事会
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催
さ
れ
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

福
富

満
久

（
ふ
く
と
み

み
つ
ひ
さ
）
氏

1
9
7
2
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
卒
業
（
在
学

中
パ
リ
政
治
学
院
留
学
）。
外
務
省
所

管
法
人
国
際
金
融
情
報
セ
ン
タ
ー
主
任

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
等
を
経
て
、
2
0
1
5

年
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教

授
。
著
書
は
『
Ｇ
ゼ
ロ
時
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
政
学
―
シ
ェ
ー
ル
革
命
と
米
国

の
新
秩
序
構
想
』（
2
0
1
5
年

岩

波
書
店
）、『
国
際
平
和
論
』（
2
0
1

4
年
岩
波
書
店
）。

基基
本本
方方
針針

平
成
29
年
度
の
日
本
経
済
は
、

「
米
国
第
一
」
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
発
足
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
の
交
渉
本
格
化
な
ど
先
行
き
不

透
明
感
が
漂
う
な
か
で
も
、
好
調

な
外
需
と
底
堅
い
内
需
に
支
え
ら

れ
、
実
質
経
済
成
長
率
は
1
％
台

前
半
と
引
き
続
き
拡
大
が
続
く
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
収
益
面
で
は
、
新
興
国
景

気
の
底
入
れ
で
資
源
価
格
が
回
復

し
、
円
高
の
逆
風
も
弱
ま
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
直
近
の
法
人
企
業

統
計
調
査
（
平
成
28
年
10
〜
12
月

期
）
で
は
経
常
利
益
が
過
去
最
高

を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
上
場
企

業
の
29
年
3
月
期
の
純
利
益
も
前

期
比
約
1
割
増
え
、
2
年
ぶ
り
に

最
高
益
を
更
新
す
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
る
な
ど
、
企
業
業
績
も
堅

調
に
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。

一
方
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら

日
本
経
済
を
展
望
す
る
と
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
の
波
は
大
都

市
に
も
及
び
、
生
産
や
消
費
の
担

い
手
を
膨
ら
ま
せ
た
都
市
部
が
地

方
を
補
う
日
本
経
済
の
構
図
に
も

狂
い
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
未

曽
有
の
人
手
不
足
が
日
本
企
業
を

揺
さ
ぶ
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
の

生
産
年
齢
人
口
は
7
6
3
3
万
人

と
10
年
で
約
1
割
減
少
、
さ
ら
に

10
年
後
に
は
7
0
0
0
万
人
を
割

り
込
む
な
ど
、
急
ピ
ッ
チ
で
労
働

力
供
給
の
減
少
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
今
後
、
日
本

が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
に
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
よ
り
、

生
産
性
を
劇
的
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
に
目
を
転
じ
る
と
、
ロ
ボ

ッ
ト
に
続
き
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
も
研

究
段
階
か
ら
社
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
実
装
レ
ベ
ル
へ
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
加
え
て
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
の
中
核
技
術
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ネ
ッ
ト
社
会
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ

と
期
待
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
活
用
拡
大
、
自
動
運
転
技
術

の
開
発
競
争
激
化
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
活
用
な
ど
、
先
端
技
術
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
、
企
業

の
競
争
力
・
成
長
力
を
大
き
く
左

右
す
る
時
代
が
到
来
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

ま
た
、
雇
用
・
労
働
面
で
は
、

過
重
労
働
問
題
が
大
手
企
業
の
経

営
ト
ッ
プ
の
辞
任
に
つ
な
が
る
な

ど
、
長
時
間
労
働
是
正
を
柱
と
す

る
「
働
き
方
改
革
」
は
経
営
者
の

重
大
な
責
務
と
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導

入
に
向
け
た
関
連
法
の
改
正
、
罰

則
を
伴
う
残
業
時
間
上
限
規
制
の

導
入
に
向
け
た
労
働
基
準
法
改
正

な
ど
、
今
後
企
業
が
対
応
す
べ
き

課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
経
営
者

に
は
、
従
来
の
し
が
ら
み
に
と
ら

わ
れ
ず
に
自
社
を
見
直
す
覚
悟
、

多
様
な
人
材
を
活
か
す
環
境
整
備

を
推
進
す
る
姿
勢
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
視
点
を
踏
ま
え
、
29
年

度
も
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別

セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
委
員
会
・
研
究

会
、
講
演
会
・
講
習
会
等
の
充
実

強
化
を
図
り
、
会
員
企
業
の
様
々

な
経
営
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力

あ
る
県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け

て
自
ら
行
動
す
る
と
と
も
に
県

平平
成成
2299
年年
度度
事事
業業
計計
画画

講演する一橋大学大学院社会学
研究科教授 福富満久氏

幹事会で議長を務める上條正仁会長

懇親会閉宴挨拶 榊原明副会長 懇親会開宴挨拶 橋元健副会長懇親会
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政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸
大
学

そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と

連
携
を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健

全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

事事
業業
活活
動動
のの
骨骨
子子

1
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
へ

向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト

す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士
の
情
報

交
換
機
会
の
充
実
と
産
業
界
と

県
・
国
の
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も

の
つ
く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の

連
携
強
化
に
取
組
む
。

2
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・

情
報
提
供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

ま
す
ま
す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
資
す
る
た
め
に
、
埼
玉
県
、

国
、
各
種
研
究
機
関
等
と
の
連
携

を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
委

員
会
活
動
等
の
充
実
を
通
じ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
各
種
情

報
提
供
機
能
を
強
化
・
拡
充
し
て

い
く
。

3
�
安
定
し
た
経
営
基
盤
の
構
築

と
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務
運

営
の
推
進

会
員
増
強
や
事
業
収
益
の
増
加

等
を
通
じ
て
よ
り
安
定
し
た
組

織
・
経
営
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
。

4
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の

集
約
と
そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直

面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
の
意

見
・
ニ
ー
ズ
を
収
集
・
集
約
し
そ

の
解
決
に
努
め
る
。

5
�
産
業
教
育
へ
の
支
援
強
化

埼
玉
産
業
教
育
審
議
会
等
各
種

審
議
会
・
委
員
会
へ
の
積
極
的
な

参
画
、
教
職
員
・
高
校
生
向
け
の

研
修
へ
の
講
師
派
遣
、
さ
ら
に
は

科
学
の
甲
子
園
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

ア
ワ
ー
ド
な
ど
、
埼
玉
県
の
産
業

教
育
へ
の
支
援
強
化
を
図
る
。

6
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な

ど
を
は
じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国

の
機
関
等
の
公
設
委
員
会
議
な
ど

を
通
じ
、
提
言
や
意
見
陳
述
に
努

め
て
い
く
。

7
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、

ベ
ー
ス
と
な
る
人
事
労
務
問
題
へ

の
取
り
組
み
の
充
実
は
勿
論
、
埼

玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼
玉

と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
そ
し

て
障
害
者
の
就
職
支
援
等
の
各
種

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
従
業
員
の
働
き

が
い
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み

等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

平成29年度事業の推進にあたっては、これまで推進してきた事業を原則継続するとともに、以下のような施策
を実行していく。

1．安定した経営基盤の構築
会員企業からの紹介等を通じた会員増強に加え、多様な研修プログラムを新設、講演会・講習会等事業の一層

の充実を図り、安定した経営基盤の構築を図る。

2．埼玉県インターンシップ推進事業（埼玉県よりの受託事業）の拡充
県内企業の経営課題の解決とともに、あわせて県内企業に対する学生の理解を深めることも目的とする課題解

決型インターンシップは、28年度に埼玉大学を対象に実施したが、29年度は埼玉県内の大学の大学院生、学部学
生、外国人留学生に対象を拡大、より充実した事業の実現を目指す。

3．「科学の甲子園」埼玉県開催を踏まえた支援策の充実・強化
国立研究開発法人科学技術振興機構主催の「科学の甲子園」については、第4回大会から本会が協働パートナ

ーとなり、加えて第5回・第6回と、全国初の取組となる、本会会員が県予選から全国大会まで一貫して協賛・
支援する活動に取り組んできた（第6回協賛会員は6企業1大学）。こうした活動が大きな評価要因となり、平
成30年3月開催の第7回大会から平成32年3月開催の第9回大会まで埼玉県で開催されることが決定した。
埼玉県での開催を成功に導くために、会員企業の全面的な協力のもと協働パートナー5社、協賛企業20社の獲
得など目標に積極的な支援活動を推進していく。

4．労働問題実務対応講座の新設
人事・労務・法務担当者並びに管理職に求められる必須労働法知識を修得することを目的に、28年度に2講座
開催した、労働法実務実践講座を充実強化させ、全7講座で構成する労働問題実務対応講座を新設する。これで、
労働法関連講座は労働法実務講座4講座と労働問題実務対応講座7講座の年間11講座開催へと大幅に内容を充実
させる。
なお、講師は人事労務に関する日本を代表する弁護士事務所である、石嵜・山中総合法律事務所所属の7人の

弁護士に担当していただくことが決定している。

平成29年度事業のポイント
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〈労働問題実務対応講座開催計画〉
テーマ

退職・解雇・内定取消の注意点
労働条件の不利益変更の注意点
職場のメンタルヘルス対策
問題社員の法的扱いと実務対策
有期契約社員の契約対応実務
パワハラ・セクハラをめぐる企業の法的責任と実務対応
労働時間管理の注意点

開催予定
7・14㈮
8・28㈪
9・25㈪

10月開催予定
11月開催予定
12月開催予定
1月開催予定

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回

〈課長力パワーアップ講座開催計画〉
テーマ

『課長の使命と役割を自覚する』
『マネジメント力を鍛える基本演習』
『問題発見と解決への具体的アプローチ』
『コミュニケーション能力と育成能力を高める』
『メンバー全員が活性化する職場の法則』
『課長の行動指針をつくる』

開催日
6・21㈬
6・28㈬
7・11㈫
7・26㈬
9・1㈮
9・8㈮

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回

5．『課長力パワーアップ講座～会社の成長を支える《課長力》の磨き方』の新設
以下の5点を研修目的に課長力パワーアップ講座を新設する。なお、本講座は事前課題、講義、グループ討議、

意見交換、交流会をプログラム内容として以下の全6回開催する。また、講師は著名な人事教育コンサルタント
である本田有明氏に担当していただく。
①会社における「課長職」の使命と役割を正しく認識し、管理職としての責務を担う人財へと自己革新を図る。
②マネジメントに対する総合的な知見と視野を深め、職場の問題解決に率先して当たる英気を養う。
③職場の潜在的なリスクを発見し、未然に解決するための知識とスキルを習得する。
④部下や後輩とのコミュニケーションを踏まえ、活性化した職場づくりを実現する技法を身につける。
⑤「ひとつ上の立場」から会社を俯瞰し、将来の指針づくりに資する構想力と提言能力を養う。

6．気象ビジネス推進コンソーシアムへの参画
気象ビッグデータのビジネスへの有効活用を目的とした産学官横断の協議会である「気象ビジネス推進コンソ

ーシアム」に参画し、企業のコスト削減や生産性改善などに向けた気象データの活用策等を研究する。なお、本
コンソーシアムの研究成果については、会員向けの特別セミナー等で周知していく。

常勤理事の平成29年度報酬額について
常勤理事報酬規程第4条2項の規定に基づき、常勤理事の平成28年度の報酬額を以下のとおりとする。

専務理事 1，020万円（前年度と同額）
常務理事 960万円（前年度と同額）
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Ⅰ

主
要
会
議
等

1
�
主
要
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会

⑵
臨
時
総
会

⑶
理
事
会

⑷
幹
事
会

⑸
新
年
会
員
懇
談
会

2
�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ

ミ
ナ
ー
等
の
開
催

⑴
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

⑵
特
別
セ
ミ
ナ
ー

⑶
労
働
法
実
務
講
座

⑷
そ
の
他

3
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協

議
会
等
の
開
催

⑴
企
業
戦
略
研
究
会

⑵
産
業
教
育
委
員
会

⑶
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

⑷
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

⑸
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

⑹
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
⑺
働
く
女
性
応
援
講
座

⑻
人
事
労
務
委
員
会

⑼
地
域
社
会
問
題
委
員
会

⑽
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⑾
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

⑿
地
区
協
議
会
（
4
地
区
）

⒀
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
4
地

区
）

4
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

⑴
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

⑵
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開

講
座

⑶
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー

ラ
ム

⑷
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進

協
議
会

⑸
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡

協
議
会

⑹
本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構
連
携

拠
点
推
進
委
員
会

⑺
気
象
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム

5
�
日
本
経
団
連
関
係

⑴
幹
事
会

⑵
地
方
団
体
長
会

⑶
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

⑷
経
済
政
策
・
中
堅
／
中
小
企

業
・
社
会
保
障
・
環
境
・
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
等

⑸
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

⑹
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

6
�
県
関
連

⑴
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

⑵
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇

談
会

⑶
人
材
交
流
事
業
・
会
議

⑷
労
働
委
員
会

⑸
各
種
審
議
会
・
委
員
会

⑹
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言

企
業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア

教
育
ア
ワ
ー
ド

②
新
任
校
長
研
修
等
研
修
へ

の
講
師
派
遣

③
男
女
が
共
に
活
躍
す
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
講
師

派
遣

④
教
員
・
生
徒
向
け
研
修
へ

の
講
師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審

議
会
委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委

員
ほ
か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

⑧
科
学
の
甲
子
園
全
国
大

会
・
埼
玉
県
大
会
へ
の
積

極
的
支
援

⑺
長
期
派
遣
研
修
受
入

①
埼
玉
県
教
育
委
員
会
職
員

1
名

②
知
事
部
局
職
員
1
名

⑻
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
関
連

①「
民
間
企
業
に
学
ぶ
」
研

修
で
の
講
演

②
研
修
生
受
入

⑼
そ
の
他

7
�
さ
い
た
ま
市

⑴
各
種
委
員
会

8
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

⑴
情
報
交
換
会

9
�
関
東
財
務
局
関
連

⑴
地
域
活
性
化
サ
ロ
ン

⑵
情
報
交
換
会

10
�
埼
玉
労
働
局
関
連

⑴
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

⑵
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

⑶
そ
の
他

11
�
連
合
埼
玉
関
連

⑴
意
見
交
換
会

12
�
埼
玉
大
学
講
義

⑴
先
端
産
業
国
際
ラ
ボ
ラ
ト
リ

ー
⑵
理
工
学
研
究
科
学
生
へ
の
講

義
（
全
7
講
義
）

13
�
も
の
つ
く
り
大
学
講
義

⑴
3
回
生
向
け
講
義
（
全
8
講

義
）

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業

1
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
推
進

⑴
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
運
用

⑵
通
年
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
付

⑶
課
題
解
決
型
大
学
生
イ
ン
タ

ー
シ
ッ
プ
事
業

⑷
県
内
高
校
・
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
受
入

Ⅲ

海
外
視
察

1
�
社
会
経
済
視
察
団
等

⑴
第
37
回
海
外
社
会
経
済
視
察

団
ド
バ
イ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア（
7

／
1
〜
8
）

Ⅳ

教
育
啓
発
活
動

1
�
講
演
会
、
講
習
会
等

⑴
社
長
塾

⑵
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

⑶
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座

⑷
人
事
制
度
セ
ミ
ナ
ー

⑸
経
営
戦
略
分
析
実
践
研
修

⑹
営
業
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

⑺
問
題
解
決
力
向
上
研
修

⑻
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

⑼
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修

⑽
仕
事
の
渋
滞
解
消
セ
ミ
ナ
ー

⑾
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ミ
ナ
ー

⑿
部
下
の
ほ
め
方
・
叱
り
方
研

修
⒀
年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー

⒁
人
事
労
務
に
関
す
る
税
務
セ

ミ
ナ
ー

⒂
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⒃
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

⑴
第
31
回
生
き
生
き
職
場
体
験

交
流
の
集
い

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研

修
へ
の
民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
夏
季
賞
与
・
一
時
金

⑶
年
末
賞
与
・
一
時
金

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査

4
�「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
」
調
査
へ
の
積

極
的
な
参
画

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特

別
調
査

⑵
審
議
会
等
の
資
料
作
成

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理

監
督
者
の
た
め
の
採
用
か
ら

退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平

成
29
年
改
定
版
発
行

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

4
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

7
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ

ス

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

Ⅺ

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

6
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整

活
動

平平
成成
2299
年年
度度
事事
業業
活活
動動
計計
画画
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業実施計画表
3月

下旬中旬

○

⑪

〇

○

○

⑭

科学の甲子園
○

上旬

〇

〇

〇

2月
下旬中旬

〇

〇

〇

〇

○

⑳

⑯

〇

上旬

〇

春季

アワード
○

（平成30年）1月
下旬

四者面
○

〇

中旬

〇

⑯

⑲

上旬

⑤

12月
下旬

〇

中旬

〇

⑫

⑮

〇

上旬

〇

〇

11月
下旬

〇

〇

中旬

〇

〇

〇

〇

〇

⑮
⑯

〇

⑭

〇

上旬

〇

秋季

⑩

⑩

科学の甲子園
④

〇

〇

〇

10月
下旬

㉖

〇

〇

㉕

㉓

〇

〇

中旬

〇

⑬
⑳

⑰

〇

〇

〇

上旬

〇

⑥

③

〇

9月
下旬

㉒
㉙

㉘
㉙

㉑

㉕

中旬

〇

⑲

⑪

⑫

上旬

⑥
⑦

④

①
⑧
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平成29年度事
8月

下旬

㉘

中旬上旬

①

7月
下旬

㉖

㉛

㉕

中旬

〇

幹事会

⑬

〇

⑱

⑱

⑪

⑭
⑲

上旬

③

⑥

①～⑧
ドバイ／
タンザニア

⑦

6月
下旬

㉓

⑳

㉒

⑳

㉑
㉘

㉖

㉙

中旬

⑮

〇

⑯

上旬

⑥

〇

①
⑧

総会
①

5月
下旬

⑲
㉒

㉚

中旬

⑩

⑮
⑰

〇

⑯

上旬
（平成29年）4月

下旬

㉔

㉗

中旬

⑬

⑭

⑳

⑱

⑭

⑱

上旬

⑦

④
⑤

事業名

総会

理事会

新年会員懇談会

トップセミナー

特別セミナー

労働法実務講座

企業戦略／
少子高齢化対策研究会

人事労務／
産業教育委員会

グローバル／
CSR委員会

ウーマノミクス推進／
地域社会問題委員会

農業／
介護ビジネス研究会

働く女性応援講座

地区協議会
（中・西・南・北）

埼玉大学公開講座／研究開
発フォーラム／講義 等

ものつくり大学公開講座
／セミナー／講義 等

本庄早稲田国際リサーチパーク／
気象ビジネス推進コンソーシアム

幹事会

地方団体連絡協議会・
団体長会議

関東経営者協会
専務理事会等

県首脳との懇談（随時）

各種審議会・委員会

教育委員会関連事業
新任校長研修等県職員向け研修

教員・県職員の長期派遣
事業

社会経済視察団等

社長塾
課長力パワーアップ講座

労働問題実務対応講座
人事制度セミナー

経営戦略分析実践研修
営業力強化セミナー

問題解決力向上研修
ファシリテーション研修

生き生き職場体験交流の集い
新入社員研修・フォローアップ研修

仕事の渋滞解消セミナー
部下のほめ方・叱り方研修

年末調整実務セミナー
その他セミナー

衛生管理者受験対策講座等・
通信教育

項目

会議等の
開催

トップセミ
ナー、特別
セミナー、
労働法実務
講座

委員会、研
究会、地区
協議会の開
催

産学
連携事業

経団連関係

埼玉県関連

海外視察

講演会・
講習会等

会

務
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第7回～第9回（3回）の「科学の甲子園」全国大会は
本県さいたま市開催が決定！〈H30．3．16㈮～19㈪〉

平成29年3月17日㈮から3月20日㈪までの日程で茨城県つくば市で「第6回科学の甲子園全国大会」（主催：
科学技術振興機構）が開催された。
「科学の甲子園全国大会」は科学好きの裾野を広げるとともに、トップ層のさらなる学力伸長を目的として、

高校生等を対象に平成23年度に創設された。
第6回全国大会には、過去最高の参加校となった682校から8，244名のエントリーがあり、各都道府県の選考
を経て選抜された47校、合計361名の高校生達が、科学に関する知識とその活用能力を駆使してさまざまな科
学的課題に挑戦した。
筆記競技と3種の実技競技の得点を加算した総合成績により、岐阜県代表県立岐阜高等学校が優勝、奈良県

代表東大寺学園高等学校が第2位、愛知県代表海陽中等教育学校が第3位となった。
埼玉県代表の県立浦和高等学校は、僅差で入賞は逃したが公立高校で3番目の全国12位と健闘した。

埼玉県では、科学好きの高校生が集う全国規模の競技会『第6回科学の甲子園全国大会』に対して
県大会から全国大会まで支援する協賛企業を募集し、本年度は加盟企業6社・1大学に協賛をいただ
きました。

～広げよう科学の輪 活かそう科学の英知～

協賛企業ロゴ掲出パネル

【優勝】岐阜県代表県立岐阜高等学校

表彰式会場ステージ上に掲出された協賛企業ロゴ
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『第6回科学の甲子園全国大会』の開催にあたって、前年同様に埼玉県大会から全国大会までご協賛いただくという
全国初の試みに挑戦いたしました。
結果、以下の6社・1大学のご協賛をいただきました。誠にありがとうございました。

ご協賛いただきました企業からは、協力企業として参加生徒に対する記念品の協賛をいただきました。次回（平成29
年度）の第7回科学の甲子園埼玉県大会は埼玉県総合教育センター（行田）にて11月4日㈯の開催となります。3月の
全国大会もさいたま市開催で決定しております。より多くの企業のご協賛をいただき、本大会を益々盛り上げていきた
いと考えております。会員企業におかれましては何卒よろしくお願いいたします。

実技競技①（化学） 実技競技②（地学） 筆記競技

実技競技③（総合「ばんえい競走 in つくば」） 出場全47校による記念撮影

特別シンポジウム
特別シンポジウムは「キミはどんな生き方を

選ぶのか？～研究テーマの見つけ方～」と題し
て行われた。パネリストには、北海道大学特任
准教授の繁富香織氏、同志社大学准教授の飛龍
志津子氏、東京工業大学特任准教授青野真士氏
が登壇し、研究テーマを議題に会場の高校生た
ちが抱く将来の夢を聞き、第一線の研究者の立
場から、日本の科学技術を担う高校生に熱いエ
ールとしてメッセージを送った。

第6回科学の甲子園全国大会が、
茨城県つくば市で開催される！

特別シンポジウム「キミはどんな生き方を選ぶのか？
～研究テーマの見つけ方～」

第6回科学の甲子園全国大会

全国の高等学校から県予選を突破した科学好きな代表生徒6～8名がチームを結成し、筆記競技と実技競技に挑んだ。
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【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
産業教育・キャリア教育担当
Tel 048－830－6772

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100

【応募先・問い合わせ先】
〒330－9301
埼玉県さいたま市浦和区高砂3－15－1
埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課
産業教育・キャリア教育担当
Tel 048－830－6772
Fax 048－830－4959
E-mail a6760‐16＠pref.saitama.lg.jp

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人
埼玉県経営者協会
埼玉県キャリア教育
実践アワード担当
Tel 048－647－4100
Fax 048－641－0924

………埼玉県キャリア教育実践表彰の募集概要………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が益々高ま
っています。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営

者協会が連携を図りながら、県立高校及び県立特別支援学校におけ
るキャリア教育の優れた実践事例に対して、企業と学校を表彰する
「キャリア教育実践表彰」を行います。

⑴ 募集期間
平成29年5月12日㈮～平成29年11月2日㈭

⑵ 募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ県立高校及び県立特別支
援学校と企業

⑶ 審査基準
県立高校及び県立特別支援学校と企業の連携によるキャリア
教育の取組を、教育効果、企画性、継続性などの基準により評
価します。審査基準の詳細については、「埼玉県キャリア教育
実践アワード募集要項」（県教育委員会HP掲載）を御覧くだ
さい。

⑷ 応募書類
○埼玉県キャリア教育実践表彰 エントリーシート（別紙2）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成29年度
埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」からエントリーシ
ートをダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募にあたっては、県立高校・特別支援学校と企業の合意に基
づき連名で提出してください。なお、シートの記載については、
いずれか一方で可としますが、その場合は必ず相手方の承諾を
得てください。

⑸ 応募方法
応募書類を下記応募先まで持参又は郵送してください。FAX
や電子メールは不可とします。
※提出いただく際には、必ず電話で御一報ください。

⑹ 表彰式 平成30年2月2日㈮ パレスホテル大宮にて

……… キャリア教育支援宣言企業の募集概要 ………
今日、若者一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤と
なる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められていま
す。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含めCSR
（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が益々高ま
っています。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経営
者協会が連携を図りながら、県立高校及び県立特別支援学校の生徒
を対象としたキャリア教育に取り組む意思のある企業の募集及び登
録を行います。
さらに、この登録情報を全ての県立高校及び県立特別支援学校に
提供することにより、企業からの支援を希望する学校と企業とのマ
ッチングを行います。

⑴ 募集期間
平成29年5月12日㈮～平成30年3月23日㈮

⑵ 募集対象
・県立高校及び県立特別支援学校の生徒を対象としたキャリア教
育に、取り組む意思のある企業
・県立高校及び県立特別支援学校の生徒を対象としたキャリア教
育に、既に取り組んでいる企業

⑶ 応募書類
○埼玉県キャリア教育支援宣言企業 応募シート（別紙1）

県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成29年度
埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から応募シートを
ダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/

○応募いただいた情報については、全ての県立高校及び県立特別
支援学校に提供することにより、各学校と企業の連携及びマッ
チングを進めます。

⑷ 応募方法
下記応募先まで電子メール又はファクスにてご送付ください。
※送付いただく際には、必ず電話で御一報ください。

県教育局県立学校部高校教育指導課
産業教育・キャリア教育担当

埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド
キャリア教育

支援宣言企業の募集
キャリア教育

実践表彰エントリーの募集

※詳細は埼玉県ホームページ（http : //www.pref.saitama.lg.jp/f2208/award/）に掲載されている募集要項をご覧ください。

最優秀賞となった㈱ビー・アンド・プラスと
川越工業高校の皆様

表彰式の様子
（パレスホテル大宮）

報告会の様子
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三
月
十
日
㈮
十
三
時
三
〇
分
か
ら
埼

玉
大
学
に
お
い
て
平
成
二
八
年
度
埼
玉

県
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成

果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
七
名
の
実
習

参
加
学
生
が
成
果
報
告
を
行
う
と
と
も

に
、
受
入
企
業
か
ら
実
習
受
入
れ
に
伴

う
苦
労
話
等
を
ご
披
露
い
た
だ
い
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
激
化
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社

の
成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、

組
織
活
性
化
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
月
一
日
㈬
の
平
成
二
八

年
度
第
三
回
人
事
労
務
委
員

会
は
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
に
向
け
て
、
先
進
企
業
の

取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
し
、
二
四
名

の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ（Great

Place
to
W
ork

Ⓡ
Institute

Japan

）
二
〇

一
七
年
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
ラ

ン
キ
ン
グ
「
従
業
員
一
〇
〇
人
〜
九
九

九
人
」
部
門
で
三
八
位
に
入
賞
さ
れ
た

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
総
務
人

事
部
人
事
課
北
川
立
也
氏
か
ら
「
コ
ス

モ
ス
イ
ニ
シ
ア
の
ご
紹
介
」
と
題
し
て
、

続
い
て
「
従
業
員
二
五
人
〜
九
九
人
」

部
門
で
二
九
位
に
入
賞
さ
れ
た
株
式
会

社
温
泉
道
場
代
表
取
締
役
社
長

山
﨑

寿
樹
氏
か
ら
「
サ
ー

ビ
ス
業
の
働
き
方
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
」

と
は
、
世
界
五
十
カ

国
で
展
開
し
て
い
る

世
界
最
大
級
の
意
識

調
査
機
関
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

が
発
表
す
る
も
の
で
、

従
業
員
へ
の
意
識
調

査
を
基
に
選
出
さ
れ
、

選
出
企
業
は
優
良
企

業
と
し
て
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
委
員
会

終
了
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

の
「
埼
玉
県
に
お
け

る
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
」
と
し
て
の
表

平成28年度埼玉県課題解決型インターンシップの実習概要
実習期間（頻度）

①10月初旬～12月中旬
（週2日程度）

②10月下旬～2月中旬
（週1～2日）

10月上旬～2月下旬
（週1日）

10月下旬～1月下旬
（週2日程度）

11月初旬～2月初旬
（週1～2日）

11月上旬～2月初旬
（週1～2日）

11月初旬～2月下旬
（週1＋春季休業期間）

受入学生

課題①学生2名（工学部
工学科・1年）
課題②大学院生1名
（人文社会科学研究科・
修士1年、留学生）

大学院生1名（理工学研
究科・修士1年）

学生1名（教養学部教養
学科・2年、留学生）

課題①学生1名（経済学
部経済学科・2年、留学
生）

学生1名（教養学部教養
学科・2年）

課題②大学院生1名
（理工学研究科・修士1
年、留学生）

インターンシップ実習課題

①公共施設のリノベーションについ
て若者の視点・発想を活用する。②家
づくりの新しい構想「ホームレシピ
（セルフビルド）のコンテンツ立ち上
げに関する提案をする。

新しい表面処理技術の研究開発が主
課題。当社研究員とともに効率的な
研究マネージメントや事業化スキー
ムに取り組む。

お菓子の工場と店舗を併設した「上
里カンターレ」が集客を高め、地域
貢献に具体的に結び付けるような方
策を考える。また、今後開設予定の
「農と食のテーマパーク」構想への
アイデア提供など。

①経営系：未来の中小企業のあり方
と当社の現状のギャップを分析し、
取るべき方向性の提言など。
②機械系：特に中型装置の機械設計
の実務を見て、新しい設計方法など
の提案。

学生の視点・感性で変革の提案。昨
年9月にオープンした地域密着型ア
ンテナカフェ「サルーテ」の付加価
値向上策を一緒に考える。

“10年後の建設業のあり方を一緒に
考える”①埼玉県の活性化のために、
まちづくりの提案を一緒に考える。
②建設業を若手にとって働くやすい
環境にするために、最新技術を生か
した新しい建設法による省力化を一
緒に考える。

主要業種

建築の
企画・設計・
施工

金属加工・
化成品
（めっき表
面処理）

菓子製造業

製薬・ファ
インケミカ
ル向け設備
の企画・設
計・製造等

製麺業、
惣菜製造業

総合建設業

実習受入先企業

㈲ますいい
リビング
カンパニー

吉野電化
工業㈱

㈱シェリエ

㈱キット

㈱クリタエ
イムデリカ

㈱フジタ
関東支店

平平
成成
二二
八八
年年
度度

埼埼
玉玉
県県
課課
題題
解解
決決
型型
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ

成成
果果
報報
告告
会会
をを
開開
催催

平
成
二
八
年
度
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、
先
進
企
業
の

取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

第
3
回
人
事
労
務
委
員
会

表
彰
式
で
挨
拶
す
る

G
P
T
W
岡
元
利
奈
子
代
表

講
演
す
る
山
﨑
寿
樹
氏

講
演
す
る
北
川
立
也
氏
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平
成
二
八
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
脅
威
〜
サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
会

社
を
守
る
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
八
年
度
第
四
回
人
事
労
務
委
員
会

『
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』、『
過
労
死

等
防
止
の
取
組
』、『
働
き
方
改
革
関
連
助
成
金
の
活

用
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

彰
式
が
行
わ
れ
、
株
式

会
社
温
泉
道
場
（
と
き

が
わ
町
）、
株
式
会
社

わ
ら
わ
ら
（
ふ
じ
み
野

市
）、ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー

不
動
産
株
式
会
社
（
本

庄
市
）
の
三
社
が
表
彰

さ
れ
、
そ
の
後
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
六
日
㈪
の
平
成
二
八
年
度
第
五

回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪

が
か
つ
て
な
い
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、「
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

脅
威
〜
サ
イ
バ
ー
犯
罪
か
ら
会
社
を
守

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
し
、
三
三
名
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
演
一
と
し
て
、
埼
玉
県

警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ
バ
ー
犯
罪

対
策
課

調
査
官

市
原

慎
介
氏
か

ら
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
現
状
と
傾
向
」

と
題
し
て
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
検
挙
件
数

の
推
移
や
様
々
な
犯
罪
手
口
の
事
例
に

つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
講
演
二
と
し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
株
式
会
社

常
務

執
行
役
員

前
田

稔
氏
か
ら
「
今
求

め
ら
れ
る
企
業
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
」
と
題
し
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら

組
織
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
一
の
概
要

・
Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
る
機
器
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
が
爆
発
的
に
増
加
し

て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
が

多
様
化
・
深
刻
化
し
て
い
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事

犯
や
、
感
染
し
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
保
存
さ
れ
て
い

る
情
報
を
暗
号
化
し
て
使

用
を
停
止
し
、
フ
ァ
イ
ル

を
元
に
戻
す
た
め
の
身
代

金
（
ラ
ン
サ
ム
）
を
要
求

す
る
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
等

の
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
」
が

多
発
す
る
と
と
も
に
、
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
機

能
不
全
に
陥
れ
、
社
会
機
能
を
麻
痺

さ
せ
る
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」、
標
的

型
メ
ー
ル
攻
撃
に
代
表
さ
れ
る
政
府

機
関
や
先
端
技
術
を
有
す
る
企
業
か

ら
機
密
情
報
を
窃
取
す
る
「
サ
イ
バ

ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
と
い
っ
た

サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
世
界
的
規
模
で
頻

発
し
て
い
る
。

・
埼
玉
県
内
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
検
挙
件

数
及
び
相
談
件
数
は
共
に
過
去
最
多

を
記
録
し
て
お
り
、
相
談
内
容
の
内

訳
で
は
、
架
空
請
求
等
の
迷
惑
メ
ー

ル
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
詐

欺
・
悪
徳
商
法
等
に
関
す
る
相
談
が

約
八
割
を
占
め
て
い
る
。

・
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
サ

イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
が
現
実
の
世
界

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
た
め
、
普
及
し
て

い
く
過
程
で
の
対
策
が
重
要
と
な
る
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
企
業
が
保
有
す
る
顧
客
の
個
人
情
報

や
社
内
機
密
情
報
等
は
、
常
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
も
は
や
企
業
の
経
営
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

・
経
済
産
業
省
が
公
開
し
た
「
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
経
営
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

含
め
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、万
が
一
、情
報

漏
洩
事
故
が
起
き
た
場
合
で
も
説
明

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
組
織
的
な
対

策
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

・
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
組
織
を
守
る
た

め
に
は
、
自
社
の
防
御
の
現
状
を
把

握
し
、
経
営
者
自
ら
が
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
で

社
員
の
意
識
改
革
を
促
す
。
効
果
的

な
対
策
を
施
す
こ
と
は
、
取
引
等
に

お
け
る
対
外
的
信
用
に
つ
な
が
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
「
費

用
」
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
な
経

営
へ
の
投
資
で
あ
り
、
広
告
宣
伝
費

で
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

三
月
十
七
日
㈮
の
平
成
二
八
年
度
第

四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
同
一
労
働
同

一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応
、
過

労
死
等
防
止
へ
の
取
組
、
働
き
方
改
革

の
推
進
な
ど
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
五

十
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
講
演
一
と
し
て
、
埼

玉
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

雇
用

環
境
改
善
・
均
等
推
進
監
理
官

小
林

雅
彦
氏
か
ら
『
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と
支
援
施
策
に
つ

い
て
』
と
題
し
て
、
昨
年
末
に
示
さ
れ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）の
概
要
及
び
現

行
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
裁
判
事
例

を
交
え
て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
講
演
二
と
し
て
、
埼
玉
労
働

局
労
働
基
準
部

監
督
課
長

子
安

成
人
氏
か
ら
『
過
労
死
等
防
止
の
取
組

〜
過
労
死
等
ゼ
ロ
緊
急
対
策
と
労
務
管

理
の
留
意
点
』
と
題
し
、
近
年
の
過
労

死
等
の
状
況
や
今
年
一
月
に
策
定
さ
れ

た
「
労
働
時
間
適
性
把
握
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
講
演
三
と
し
て
、
埼
玉
労
働

局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

課
長
補

佐

高
野

淳
氏
及
び
埼
玉
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
室

助
成
金
係
長

布

川

玲
子
氏
か
ら
『
働
き
方
改
革
関
連

第5回特別セミナー

【講演2】前田 稔氏【講演1】市原慎介氏

第
4
回
人
事
労
務
委
員
会

【
講
演
1
】
小
林
雅
彦
氏

【
講
演
2
】
子
安
成
人
氏

【
講
演
3
】
高
野

淳
氏

【
講
演
3
】
布
川
玲
子
氏

「埼玉県における働きがいのある会社」として3社を表彰
左から、㈱わらわら、㈱温泉道場、ケイアイスター不動産㈱

表彰式後に交流会も行われた
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平
成
二
八
年
度
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
ア
メ
リ
カ
を
読
む
〜
日
本
・
中

国
・
ロ
シ
ア
・
欧
州
へ
の
影
響
は
？
』と
題
し
、慶
應
義

塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授
渡
辺
靖
氏
が
講
演

平
成
二
九
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
チ
ー
ム
の
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
し
、組
織
を
成

功
に
導
く
た
め
の
『
七
つ
の
習
慣
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』」

と
題
し
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

㈱

取
締
役
副
社
長

竹
村

富
士
徳
氏
が
講
演

の
助
成
金
と
活
用
事
例
等
に
つ
い
て
』

と
題
し
、
様
々
な
助
成
制
度
の
狙
い
や

具
体
的
な
受
給
申
請
事
例
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
労
働
時
間
の
適

正
な
把
握
方
法
や
、
助
成
金
の
申
請
手

続
き
等
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
参
加

者
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

講
演
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
一
の
概
要

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
は
、
ど
の
よ

う
な
待
遇
差
が
合
理
的
で
あ
る
か
ま

た
は
不
合
理
で
あ
る
か
を
事
例
等
で

示
し
て
い
る
。
今
後
、
国
会
審
議
を

踏
ま
え
て
最
終
的
に
確
定
さ
れ
る
が
、

現
行
の
労
働
契
約
法
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
法
に
お
い
て
既
に
正
社
員
と

非
正
規
社
員
の
間
の
不
合
理
な
待
遇

差
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

・
待
遇
差
改
善
に
関
す
る
判
決
も
出
さ

れ
て
い
る
た
め
、
裁
判
所
の
判
断
基

準
も
労
働
条
件
決
定
の
参
考
に
し
て

ほ
し
い
。

◇
講
演
二
の
概
要

・
過
労
死
等
の
定
義
の
中
で
も
、
脳
・

心
臓
疾
患
の
労
災
請
求
件
数
は
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
、
精
神

障
害
の
請
求
件
数
は
上
昇
傾
向
に
あ

る
。
特
に
脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障

害
と
も
に
四
十
代
が
全
体
の
三
割
を

占
め
て
お
り
、
注
意
が
必
要
な
年
代

と
い
え
る
。

・
過
労
死
等
ゼ
ロ
緊
急
対
策
の
一
環
と

し
て
、
今
年
一
月
「
労
働
時
間
適
性

把
握
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
新
た
に
策

定
し
、
労
働
時
間
の
定
義
や
使
用
者

が
講
ず
べ
き
措
置
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
是
正
指
導
段
階
で
の
企
業

名
公
表
制
度
を
強
化
し
た
。
悪
し
き

企
業
風
土
を
早
期
に
改
め
、
不
幸
な

事
件
の
発
生
を
防
ぐ
狙
い
が
あ
る
。

労
働
時
間
の
把
握
方
法
等
、
予
め
労

使
で
取
り
扱
い
を
協
議
し
て
労
働
者

に
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◇
講
演
三
の
概
要

・
企
業
の
過
剰
な
負
担
を
避
け
つ
つ
、

働
き
方
改
革
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
非

正
規
の
待
遇
改
善
等
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
雇
用
関

係
助
成
金
を
整
備
し
て
い
る
。

・
複
数
の
助
成
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場
環
境

改
善
の
相
乗
効
果
や
労
働
者
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
も
期
待
で
き
る
た

め
、
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
就
任
直
後
か
ら
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
表
明
、
国
境
の
壁
建
設
、

イ
ス
ラ
ム
系
移
民
難
民
入
国
制
限
な
ど

矢
継
ぎ
早
に
大
統
領
令
を
発
令
し
ま
し

た
。
ま
た
、
経
済
面
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
盛
ん
に
中
国
、
日
本
さ
ら
に
は
個
別

企
業
を
攻
撃
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
で
ア
メ
リ

カ
の
外
交
・
安
全
保
障
・
経
済
政
策
は

ど
う
変
わ
る
の
か
、
そ
し
て
、
日
本
・

中
国
・
ロ
シ
ア
・
欧
州
諸
国
へ
の
影
響

は
ど
う
な
る
の
か
、
多
く
の
方
々
が
高

い
関
心
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
三
月
二

一
日
㈫
の
平
成
二
八
年
度
第
十
五
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
米
国
政
治
研
究
の

第
一
人
者
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
、
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
さ
れ
て
い
る
慶

應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部

教
授

渡
辺

靖
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

四
六
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
渡
辺
氏
か
ら
は
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
誕
生
の
背
景
や
、
今
後
の
政
権

の
動
き
等
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
オ
バ
マ
前
大
統
領
を
支
持
し
た
ア
フ

リ
カ
系
・
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
や
若
者
に
代
わ
り
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
誕
生
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
白
人
労
働

者
層
だ
っ
た
。
背
景
に
は
、
政
治
へ

の
信
頼
感
を
持
て
ず
ア
メ
リ
カ
社
会

に
お
い
て
疎
外
感
や
閉
塞
感
を
深
め

る
有
権
者
の
、
政
治
的
建
前
に
縛
ら

れ
ず
、
本
音
を
語
る
強
い
政
治
家
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
に
対
す
る
期
待

の
表
れ
が
あ
る
。

・
大
統
領
就
任
後
の
大
統
領
令
に
は
共

和
党
か
ら
の
懐
疑
論
も
大
き
い
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
と
っ
て
実
現
は

二
の
次
で
、選
挙
公
約
を
実
際
に
大
統

領
令
と
し
て
発
令
す
る
こ
と
で
支
持

者
の
期
待
に
こ
た
え
る
狙
い
が
あ
る
。

・
選
挙
の
勢
い
そ
の
ま
ま
の
就
任
演
説

に
比
べ
、最
初
の
議
会
演
説
で
は
、減

税
や
イ
ン
フ
ラ
投
資
等
の
財
政
政
策

を
掲
げ
た
が
、
成
立
に
は
議
会
の
議

決
が
必
要
な
た
め
歩
み
寄
り
の
姿
勢

も
見
せ
て
い
る
。一
方
で
、閣
僚
・
高
官

人
事
は
議
会
の
承
認
が
遅
れ
て
お
り
、

財
政
政
策
の
具
体
化
・
実
施
は
当
初

の
想
定
よ
り
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

・
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
語
る
上
で
、
オ
ル

ト
・
ラ
イ
ト
（
オ
ル
タ
ナ
右
翼
）
の

影
響
は
無
視
で
き
な
い
。
若
者
を
中

心
と
す
る
白
人
至
上
主
義
団
体
は
、

白
人
こ
そ
が
虐
げ
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
そ
の
権
利
を
主
張
し
て
お
り
、

そ
の
中
心
人
物
が
米
国
家
安
全
保
障

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
て
い

る
た
め
、
外
交
政
策
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。

・
経
済
政
策
で
は
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス

に
似
て
い
る
印
象
が
あ
る
が
、
社
会

保
障
維
持
や
保
護
貿
易
の
側
面
が
強

い
点
で
異
な
る
。
日
本
企
業
へ
の
影

響
と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
拡

大
に
関
連
し
て
高
速
鉄
道
等
の
参
入

に
よ
る
チ
ャ
ン
ス
を
見
込
め
る
が
、

メ
キ
シ
コ
や
中
国
に
対
す
る
関
税
の

問
題
で
は
逆
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
一
連
の
政
策
は

ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
訴
え
て
い
る

が
、
ド
ル
高
や
格
差
拡
大
の
可
能
性
、

保
護
貿
易
や
国
境
調
整
税
導
入
の
影

響
な
ど
、
中
長
期
的
に
は
労
働
者
を

直
撃
し
か
ね
な
い
。

・
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
雇
用
状
況

や
経
済
の
改
善
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

カ
ギ
を
握
る
。
中
長
期
的
に
は
、
白

人
の
減
少
に
よ
る
人
口
動
態
の
多
様

化
や
都
市
化
の
進
行
に
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
社
会
は
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
が
進

ん
で
い
く
。
白
人
男
性
や
高
齢
者
中

心
の
政
党
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
多
様
化
し
て
い
か
な
い
と
共
和
党

の
未
来
は
な
い
。

・
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
支
持
率
は
下
が
り

続
け
、
政
策
の
先
行
き
も
不
透
明
だ

が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
破
壊
力
は

今
後
も
維
持
さ
れ
て
い
く
と
み
ら
れ

て
お
り
、
注
目
す
べ
き
点
は
多
い
。

全
世
界
で
販
売
部
数
三
千
万
部
を
記

録
し
、
日
本
で
も
二
百
万
部
を
超
え
る

講演する渡辺 靖氏第15回トップセミナー
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平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
十
九
講
）

『
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』開
催

平
成
二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
（
第
二
十
講
）

『
全
体
交
流
会
〜
し
な
や
か
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
女
性

活
躍
推
進
に
向
け
て
〜
』
開
催

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

新新
入入
社社
員員
研研
修修
開開
催催

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
二
〇
世
紀
に

も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
書

第
一
位
に
輝
い
て
い
る『
七
つ
の
習
慣
』

を
お
読
み
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

著
者
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・

コ
ヴ
ィ
ー
は
ご
高
承
の
と
お
り
、
タ
イ

ム
誌
が
選
ぶ
「
世
界
で
も
っ
と
も
影
響

力
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
二
五
人
」
の
一

人
に
選
ば
れ
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
の
権
威

で
あ
り
、
教
育
者
や
組
織
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
七
日
㈮
の
平
成
二
九
年
度
第
一

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
の
共
同
創
設
者
で
、

「
七
つ
の
習
慣
」
に
関
す
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
多
く
の
企
業
で
展
開
し
て
い

る
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
コ
ヴ
ィ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
㈱

取
締
役
副
社
長

竹
村

富

士
徳
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
チ

ー
ム
の
可
能
性
を
最
大
限
引
き
出
し
、

組
織
を
成
功
に
導
く
た
め
の
『
七
つ
の

習
慣
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』
と
題
し
て
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
四
一
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

◇
講
演
概
要

・
個
人
と
し
て
組
織
の
貢
献
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

チ
ー
ム
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
組
織
を
成
功
に
導
く
た
め
に

は
、
七
つ
の
習
慣
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
に
応
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
七
つ

の
習
慣
は
、
個
人
が
セ
ル
フ
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
人
間
関
係
の

中
で
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い
く
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
第
一
か
ら

第
三
の
習
慣
に
よ
り
依
存
状
態
か
ら

自
立
へ
の
成
長
を
促
し（
私
的
成
功
）、

第
四
か
ら
第
六
の
習
慣
で
、
自
立
し

た
人
間
が
相
互
に
依
存
し
て
相
乗
効

果
を
発
揮
し
、
よ
り
大
き
な
成
果
の

達
成
を
目
指
す
（
公
的
成
功
）。
そ

れ
ら
の
習
慣
を
支
え
て
継
続
的
に
成

長
す
る
た
め
、
第
七
の
習
慣
と
し
て
、

自
身
の
肉
体
や
精
神
の
維
持
が
必
要

と
な
る
。

・
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
適
切
に
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
い
、
チ
ー
ム
と
し

て
長
期
的
か
つ
継
続
的
に
結
果
を
出

す
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
以
下

の
4
つ
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
①

方
向
性
を
示
す
�
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
し
、
戦
略
を
考
え
る
、
②
組
織
を

整
え
る
�
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
戦
略

を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
組
織
の
仕
組

み
・
環
境
を
整
え
る
、
③
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
�
一
人
一
人

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
、
④
模
範
を
示
す
�
人
格
と
能
力

の
両
方
で
信
頼
さ
れ
る
。

三
月
二
日
㈭
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、
平
成

二
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
を

W
ith

you
さ
い
た
ま
に
お
い
て
開
催
し
、

四
一
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
テ
ー
マ
に
、

早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川
優
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
管
理
職
の
視
点
か

ら
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
含
め
、
効
率
よ
く
短
時
間
で
業
務

を
行
う
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
各
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
や
単
な
る
グ
ル
ー

プ
を
チ
ー
ム
に
引
き
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
講

義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

的
な
概
念
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
部

下
の
個
性
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
必

要
性
を
理
解
す
る
た
め
、
受
講
生
が
自

身
の
タ
イ
プ
を
分
析
し
て
タ
イ
プ
別
に

分
か
れ
、「
上
司
に
向
け
た
【
私
た
ち

の
取
扱
説
明
書
】」を
作
成
し
、発
表
を

行
い
ま
し
た
。

タ
イ
プ
毎
に
上
司
に
求
め
る
内
容
が

異
な
り
、
ま
さ
に
多
様
性
を
実
感
さ
れ

る
と
と
も
に
、
様
々
な
気
づ
き
を
得
ら

れ
た
様
子
で
し
た
。

三
月
十
日
㈮
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共
催
で
、
平
成

二
十
八
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
を

W
ith

you

さ
い
た
ま
に
お
い
て
開
催

し
、
二
七
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
は
「
全
体
交
流
会
」
と
し
て
、

様
々
な
業
種
・
年
齢
の
女
性
及
び
そ
の

上
司
が
一
堂
に
会
し
交
流
を
深
め
る
こ

と
で
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
、

仕
事
へ
の
意
欲
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
元
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ナ
ー
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
松
岡
友
子
氏
に
よ
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
、
後
半
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
河
﨑
理
恵
子
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
中
心
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
女
性
の
生
き
方
に
関
す

る
様
々
な
映
像
を
観
て
グ
ル
ー
プ
で
意

見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

思
い
、
価
値
観
等
を
改
め
て
理
解
す
る

機
会
を
得
た
様
子
で
し
た
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
四
日
、
五
日
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
総
勢
七
六
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
の
古
澤
美
奈
子
氏
（
四
日
）
と
遠

藤
康
子
氏
（
五
日
）
を
講
師
に
迎
え
、

グ
ル
ー
プ
討
議
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

等
の
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

働く女性応援講座（第19講）
「チーム力を高めるコミュニケーション術」

働く女性応援講座（第20講）
「全体交流会」

第1回トップセミナー 講演する竹村富士徳氏
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

三
月
例
会
開
催

「
学
び
合
い
語
り
合
う
シ
リ
ー
ズ
」
第
二
弾

埼
玉
県
経

営
者
協
会
専
務
理
事

根
岸
茂
文
氏
講
演
会
を
開
催

応
対
・
マ
ナ
ー
の
基
本
動
作
、
職
場

で
の
言
葉
遣
い
、
電
話
応
対
、
来
客
応

対
・
訪
問
の
マ
ナ
ー
等
の
習
得
に
向
け

て
、
参
加
者
全
員
が
実
習
や
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
に
熱
心
に
取
り
組
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
る
な
ど
、
新
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

〈
研
修
の
目
的
〉

①
学
生
生
活
か
ら
社
会
人
生
活
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
転
換
を
図
る

②
社
会
人
と
し
て
の
行
動
の
あ
り
方
や

仕
事
の
進
め
方
、
職
場
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
学
ぶ

③
実
習
を
通
し
て
職
場
で
の
基
本
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
体
得
す
る

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

①
学
生
か
ら
社
会
人
へ

②
効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に

③
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に

④
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

⑤
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本

⑥
自
己
啓
発
と
自
己
管
理

〈
参
加
者
感
想
〉

・
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
、�
基
本
�
が
い
か
に
大
事
か

を
痛
感
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
復
習
し
て
体
で
覚
え
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

・
マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会

人
に
な
る
こ
と
の
責
任
と
心
構
え
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
。

・
他
業
種
の
方
と
の
グ
ル
ー
プ
討
議
は
、

と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。

・
自
分
の
未
熟
な
部
分
が
明
確
に
な
っ

た
。
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
、
き
ち

ん
と
し
た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

〈
参
加
会
社
〉

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
④
、

社
会
福
祉
法
人
安
誠
会
⑪
、
㈱
エ
ン
プ

ラ
ス
⑳
、
コ
ー
ワ
㈱
①
、
三
共
理
化
学

㈱
③
、
㈱
シ
ョ
ー
モ
ン
①
、
㈱
青
和
運

輸
②
、
東
京
イ
ン
キ
㈱
⑱
、
ト
ー
ヨ
ー

産
業
㈱
②
、
㈱
十
勝
大
福
本
舗
④
、
中

原
建
設
㈱
③
、
日
信
電
子
㈱
②
、
公
益

財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会
②
、
㈱
奉

建
社
②
、
学
校
法
人
も
の
つ
く
り
大
学

①○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
七
六
名
。

三
月
一
四
日
青
年
経
営
者
部
会
の
三

月
例
会
が
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
て
開
催

さ
れ
、
一
四
名
が
参
加
し
た
。

「
学
び
合
い
語
り
合
う
シ
リ
ー
ズ
」

第
二
弾
「
リ
ー
ダ
ー
に
是
非
と
も
認
識

し
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
題
し
て
、
埼
玉

県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

根
岸
茂
文

氏
の
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ

の
後
、
懇
親
会
を
行
っ
た
。

◇
講
演
会
概
要

講
演
の
主
な
テ
ー
マ
は
左
記
の
4
つ
。

①
経
営
に
つ
い
て
考
え
る

②
リ
ー
ダ
ー
に
是
非
と
も
認
識
し
て
ほ

し
い
こ
と

③
組
織
を
動
か
す

④
人
を
育
て
る

講
演
を
受
け
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
特

に
印
象
に
残
っ
た
内
容
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
の
は
、

・
テ
ー
マ
「
経
営
に
つ
い
て
考
え
る
」

の
中
で
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
�
水
彩

画
�
で
は
な
く�
油
絵
�。
何
度
も
何

度
も
塗
り
直
す
こ
と
が
重
要
」

実習後の討議で「気づき」を深める

講演をされる
埼玉県経営者協会専務理事

根岸茂文氏

「リーダーに認識してほしいこと」をテーマにした講演会

5、10年後のビジョンや課題を語り合ったディスカッション

例会感想や近況報告で一層懇親を深めた懇親会

訪問のマナーを学ぶ

講義をする古澤美奈子氏
（4／4講師）

講義をする遠藤康子氏
（4／5講師）
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・
テ
ー
マ
「
リ
ー
ダ
ー
に
是
非
と
も
認

識
し
て
ほ
し
い
こ
と
」の
中
で
の「
実

行
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
分
配
は
�
戦
略
2
割
、
実

行
8
割
�。�
い
か
に
実
行
す
る
か
�

に
力
点
を
置
く
」「
組
織
が
変
わ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
リ
ー
ダ
ー
自
身
が

変
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
」

・
テ
ー
マ
「
人
を
育
て
る
」
の
中
で
の

「
部
下
育
成
と
は
�
自
信
を
育
て
る

こ
と
�。
ど
う
し
た
ら
相
手
が
自
信

を
持
て
る
か
逆
算
し
て
考
え
る
」
等
。

◇
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
概
要

「
五
年
後
・
一
〇
年
後
の
あ
り
た
い

姿
」「
課
題
」
に
関
し
て
、
引
続
き
根

岸
専
務
理
事
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
参

加
者
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。

様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
語
ら
れ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
に
関
す
る
「
想
い
」

を
未
来
形
で
語
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め

て
メ
ン
バ
ー
の
相
互
理
解
を
深
め
る
機

会
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
課
題
」
に
関

し
て
は
「�
人
材
不
足
�
に
よ
る
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
に
関
し
た

意
見
が
複
数
挙
げ
ら
れ
た
。

◇
懇
親
会

会
場
を
移
し
、
先
程
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
流
れ
を
受
け
、
近
況
を
含
め

た
様
々
な
話
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
た
。

◇
参
加
者
感
想

・（
講
演
会
）
経
営
者
と
し
て
、
ま
さ

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
勉
強
し
た
い
内

容
だ
っ
た
。

・（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
事
あ
る
ご

と
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
表
明
す
る
場
を
設

け
た
い
。
お
互
い
に
発
表
し
合
う
こ

と
で
、
段
々
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
く
こ

と
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

第
三
〇
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
七
日
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
合
計

二
八
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

〈
開
催
の
狙
い
〉

①
実
際
に
活
躍
し
て
い
る
女
性
の
「
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
」
を
知
り
、
将
来
に
向

け
て
の
キ
ャ
リ
ア
観
を
醸
成
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
る

と
と
も
に
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、
実
現
に
向
け
た
「
目
標
と
行
動

計
画
」
を
策
定
す
る
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
個
人
ワ
ー
ク
＆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
宣
言

〈
第
一
部

基
調
講
演
概
要
〉

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
㈱
Ａ
Ｆ

Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
代
表
取
締
役

萩
生
田

愛
氏
よ
り
「
バ
ラ
色
の
人
生

〜
自
由
に
描
く
『
私
』
の
未
来
〜
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

萩
生
田
氏
は
、
米
国
の
大
学
を
卒
業

し
帰
国
後
は
大
手
グ
ロ
ー
バ
ル
製
薬
会

社
に
就
職
。
営
業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
事

戦
略
を
経
て
七
年
目
に
退
職
。
そ
の
後
、

ケ
ニ
ア
で
の
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
を
経
て
、

二
〇
一
二
年
「
ア
フ
リ
カ
の
花
屋
」
と

い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

ケ
ニ
ア
か
ら
バ
ラ
の
直
輸
入
を
始
め
る
。

二
〇
一
五
年
東
京
・
広
尾
に
直
営
店「
Ａ

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
」
を
オ
ー
プ

ン
し
、
起
業
。「
世
界
を
ま
た
に
か
け

て
活
躍
す
る
女
性
に
な
り
た
い
」
と
い

う
夢
を
叶
え
る
と
同
時
に
、
ア
フ
リ
カ

の
バ
ラ
の
魅
力
を
多
く
の
日
本
人
に
伝

え
る
こ
と
で
、
現
地
に
雇
用
創
出
と
経

済
的
安
定
を
生
み
出
す
こ
と
に
貢
献
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

講
演
は
、
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返

る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
現
在
の
活
躍
に

繋
が
る
「
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
」
の
原

体
験
と
な
っ
た
の
は
、
小
学
四
年
生
で

転
校
し
た
際
、
そ
れ
ま
で
は
人
見
知
り

だ
っ
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
友
達
に
声

を
掛
け
た
経
験
で
あ
り
、
そ
の
経
験
か

ら
「（
環
境
を
変
え
る
こ
と
）
×
（
一

歩
踏
み
出
す
勇
気
）
�
（
新
し
い
自
分

と
出
会
っ
て
一
〇
〇
倍
楽
し
い
毎
日
）」

と
い
う
学
び
を
得
た
、
と
し
た
。

ま
た
、『
世
界
を
ま
た
に
か
け
て
活

躍
す
る
女
性
に
な
り
た
い
』
と
い
う
夢

を
叶
え
る
た
め
に
退
職
を
決
意
し
た
経

緯
を
振
り
返
り
、
人
生
に
お
け
る
最
大

の
リ
ス
ク
は
『
失
敗
を
恐
れ
て
挑
戦
し

な
い
こ
と
』
で
あ
り
、
一
度
き
り
の
人

生
、
後
悔
し
な
い
人
生
に
し
た
い
と
考

え
て
決
断
し
た
、
と
話
し
た
。

最
近
で
は
、
バ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
紅
茶
の
販
売
と
い
っ

た
異
業
種
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
ス
ク
ー
ル

の
運
営
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
も
取
組

ん
で
い
る
と
話
さ
れ
た
。

当
日
は
萩
生
田
氏
か
ら
参
加
者
全
員

に
バ
ラ
が
贈
ら
れ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
五
部
の
「
宣
言
（
自
分
自
身
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）」
に
向
け
た
提
案
と

し
て
、「
ケ
ニ
ア
産
の
バ
ラ
は
一
〜
二

週
間
、
丁
寧
に
扱
え
ば
一
ヶ
月
く
ら
い

咲
い
て
い
る
の
で
、
バ
ラ
が
枯
れ
て
し

ま
う
ま
で
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

欲
し
い
」
と
結
ば
れ
、
講
演
は
終
了
し

た
。

〈
第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
〉第

二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「『
私
の
キ
ャ
リ
ア
』
に
つ
い
て

語
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
企
業
で
活

躍
す
る
三
名
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
本
会
事
務
局
の
町
田

恭
子
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、

実
施
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
む
さ
し
証
券

㈱
人
事
部
兼
総
務
部
次
長

森
本
美
和

氏
、
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
編
集
局
長

新
井

千
里
氏
、
岩
堀
建
設
工
業
㈱
取
締
役
企

画
事
業
部
長

中
路
孝
子
氏
を
お
迎
え

し
、「
自
身
に
つ
い
て
（
過
去
・
現
在
・

未
来
）」「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
お

考
え
」
に
つ
い
て
以
下
の
観
点
か
ら
経

第
三
〇
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
開
催

テ
ー
マ
「�
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
私
�
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
」

〜
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョン・キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
き
、

実
現
に
向
け
て「
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｎ（
一
歩
踏
み
出
す
）」〜

「バラ色の人生～自由に描く『私』の未来～」
と題してこれまでの経験談と共に貴重なメッ
セージを頂いた萩生田 愛氏による基調講演

むさし証券㈱
森本美和氏

㈱テレビ埼玉
新井千里氏

岩堀建設工業㈱
中路孝子氏
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験
談
や
ご
意
見
を
伺
っ
た
。

（
自
身
に
つ
い
て
）

①
過
去
…
年
代
別
に
振
り
返
る
、
自
身

の
こ
と
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
繋
が
っ
た

取
組
み
と
選
択
、②
現
在
…
自
身
の「
強

み
」・
課
題
と
取
組
み
・
家
庭
と
の
両

立
、
③
未
来
…
今
後
の
目
標

（
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る
お
考
え
）

①
『
私
の
キ
ャ
リ
ア
』
を
形
成
し
て
く

れ
た
も
の
、
②
リ
ー
ダ
ー
像
は
一
つ
で

は
な
い
、
③
良
い
人
間
関
係
を
作
る
こ

と
は
、
仕
事
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
良

い
影
響
が
あ
る
、
④
周
囲
の
協
力
を
上

手
く
活
用
す
る
、
⑤
部
下
・
後
輩
と
の

接
し
方
、
⑥
育
児
休
暇
・
介
護
休
暇
な

ど
は
、
キ
ャ
リ
ア
上
マ
イ
ナ
ス
で
は
な

く
、
そ
れ
も
含
め
て
『
キ
ャ
リ
ア
』、

⑦
長
く
働
き
続
け
る
上
で
必
要
な
こ
と

最
後
に
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
参
加
者
に

向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

「
何
か
を
目
標
に
し
た
り
、
誰
か
の

よ
う
に
な
り
た
い
・
近
づ
き
た
い
と
目

指
す
の
も
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
繋
が
る

と
思
う
が
、
私
の
よ
う
に
自
然
に
重
ね

て
い
く
キ
ャ
リ
ア
も
あ
っ
て
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
自
分
自
身

の
強
み
を
活
か
し
、
自
分
に
合
っ
た
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
選
択
し
て
ほ
し
い

（
森
本
氏
）」

「
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
千
差
万

別
で
、
そ
こ
に
は
正
解
も
間
違
い
も
な

い
。
人
は
人
、
自
分
は
自
分
だ
し
、
結

局
は
自
己
満
足
の
世
界
。
努
力
は
必
要

だ
が
、
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
周
囲
や
他

人
と
の
比
較
で
は
な
く
、
自
分
の
中
で

納
得
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
っ
て
、

数
年
後
に
振
り
返
っ
た
時
に
、
後
悔
し

な
い
よ
う
な
日
々
を
過
ご
せ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
で
一
〇
〇
点
満
点
だ
と
思
う
（
新

井
氏
）」「
私
は
、
皆
さ
ん
が
女
性
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
描
い
て
い
る
人
物
像
か
ら

一
番
遠
い
人
間
だ
と
思
う
。
育
児
を
し

な
が
ら
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
し
、
制
限
の

多
い
状
況
だ
っ
た
が
、『
今
い
る
場
所

で
出
来
得
る
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
出
し
続
け
た
』
こ
と
が
取
締
役
と

い
う
役
職
に
就
く
近
道
に
な
っ
た
と
思

う
。
一
番
の
近
道
は
『
コ
ツ
コ
ツ
』
や

る
こ
と
。
そ
し
て
、
私
の
場
合
は
、
一

箇
所
に
長
い
時
間
留
ま
る
こ
と
で
得
ら

れ
た
の
だ
と
思
う
（
中
路
氏
）」

〈
第
三
・
四
部

個
人
ワ
ー
ク
＆
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
〉

午
後
は
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「『Can

・M
ust

・W
ill

』
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
」
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
、「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」

に
分
け
て
、「Can

（
今
自
分
が
持
っ

て
い
る
ス
キ
ル
・
能
力
・
強
み
）」「M
ust

（
自
分
の
役
割
・
責
任
）」「W
ill

（
実

現
し
て
み
た
い
こ
と
）」
を
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
書
き
出
し
、
自
分
自
身
に
関
す

る
�
棚
卸
し
�
と
�
こ
れ
か
ら
�
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
書
き
出
し
た
内
容
を
基
に

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
キ
ャ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
以
下
の
3
つ
の
時

間
軸
で
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

①
短
期
的
な
目
標
（
六
ヶ
月
程
度
で
実

現
し
た
い
こ
と
）、
②
中
期
的
な
目
標

（
二
〜
三
年
で
実
現
し
た
い
こ
と
）、

③
長
期
的
な
目
標
（
五
年
程
度
で
実
現

し
た
い
こ
と
）

続
い
て
「
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
と
し
て
作
成
し
、

「
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
私
に
な
る
た

め
」
に
明
日
か
ら
取
組
む
こ
と
を
「
宣

言
」
と
し
て
纏
め
て
い
た
だ
い
た
。

〈
第
五
部

宣
言
〉

最
後
に
、「
ワ
ー
ク
」
と
「
ラ
イ
フ
」

に
お
け
る
目
標
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

明
日
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
全
員
に
発

表
し
て
い
た
だ
く
時
間
を
設
け
、
自
分

の
夢
の
実
現
に
向
け
て
「
一
歩
踏
み
出

す
」
大
切
さ
に
気
付
く
機
会
と
な
っ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

・『
強
い
信
念
』
と
『
行
動
力
』
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
の
経
験
談
で
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
（
基
調
講
演
）

・
悩
ん
だ
り
壁
を
乗
り
越
え
た
り
し
な

が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
三
名
の

お
話
で
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
や
今

後
の
参
考
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

・「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

こ
と
を
改
め
て
書
き
出
す
こ
と
が
で

き
、
今
の
自
分
に
必
要
な
こ
と
を
可

視
化
で
き
た
（
個
人
ワ
ー
ク
）

・
先
延
ば
し
や
う
や
む
や
に
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
宣
言
し
た
こ
と

で
、
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
そ
う

で
す
（
宣
言
）

・
人
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
気
持
、
感
想

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
刺
激
に
な
っ

た
。
現
状
維
持
で
は
な
く
、
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
う
こ
と
が

で
き
た
の
が
収
穫
（
宣
言
）

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
参
加
者
に

と
っ
て
、
様
々
な
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」

を
知
り
将
来
に
向
け
て
の
キ
ャ
リ
ア
観

を
醸
成
す
る
機
会
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
を
振
り
返
る
と
共
に
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
実
現
に
向
け
た
「
目

標
と
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
機
会
と

な
っ
た
。

【
参
加
会
社
・
組
織
】

ア
イ
バ
産
業
㈱
①
、
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
②
、
社
会
福
祉
法
人
あ

す
な
ろ
会
②
、
㈱
あ
な
た
の
幸
せ
が
私

の
幸
せ
①
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
③
、
㈱
亀
屋
②
、

川
口
信
用
金
庫
②
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
㈱
②
、
彩
の
国
人
づ
く
り
広
域
連
合

②
、
三
協
食
品
工
業
㈱
①
、
㈱
真
工
社

②
、
大
東
ガ
ス
㈱
①
、
㈱
太
洋
社
印
刷

所
①
、
㈱
デ
サ
ン
①
、
日
信
ソ
フ
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
①
、（
社
福
）
隼

人
会
ま
き
ば
園
①
、
㈱
パ
レ
ス
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
①
、
富
士
電
機
機
器
制
御

㈱
①
、
北
辰
図
書
㈱
①

○
内
は
参
加
人
数
。
合
計
二
八
名
。

個人ワークでは、ワークとライフそれぞれ
に「Can・Must・Will」を書き出し自身のキ
ャリアについて考える

明日からの行動計画を「“これまでと違っ
た私”へのチャレンジ」として宣言する

県内企業で活躍する3名の方がパネリストにな
り「『私のキャリア』について語る」と題して
行ったパネルディスカッション
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ガラス、プラスチック、
金属、半導体などの表面・
界面のレーザー分光計測。
生体高分子の蛍光相関分
光計測。
氷の結晶の評価。

学歴・略歴
山口 祥一
（やまぐち しょういち）
1990年、東京大学理学部
物理学科卒業。博士（理
学）。2002年、理化学研
究所研究員。2014年より
現職。専門はレーザー分
光学。

埼玉県下有数の観光地である長
瀞町は、おいしいかき氷で知られています。氷は
水が固まって結晶になったものであることは誰で
も知っていますが、結晶には多結晶（たけっしょ
う）と単結晶（たんけっしょう）の2種類がある
ことをご存知でしょうか？
氷の結晶は水の分子が規則正しく配列した固体
ですが、その“規則正しさ”が数ミリメートル程度
しか続かない小さな領域が寄せ集まったものが多
結晶です。家庭の冷凍庫で作った氷は多結晶です。
単結晶の氷では、数十センチメートル、場合に
よっては数メートル以上にわたって水分子の規則
正しい配列が続いています。アラスカの氷河には
巨大な単結晶の氷があり実際に採集されているこ
とは、例えば中谷宇吉郎の随筆にも記されていま
す。長瀞町の山間で切り出されている氷は、その
美しい透明性から恐らく単結晶に近いものであろ
うと思われます。
実は、氷には科学的に未知な性質がいまだ多く
残されていて、我が国を含む世界中の研究者が
様々な方法で氷を研究しています。いま、学術的
に特に注目されているのは氷の表面の性質です。

氷の表面付近の分子の配列はどれくらい“乱れ
て”いるのか、また、表面から氷がとけるとき、
配列していた分子はどのような順番で液体の水に
なるのか、といったことが、先端的な方法論で明
らかにされつつあります。
埼玉大学大学院理工学研究科の私たちの研究室
でも、（15センチメートル程度ではありますが）
単結晶の氷を作り、その表面に特殊なレーザービ
ームを照射して、独自の実験を行っています。そ
れによって、氷の表面の分子構造を解明するべく
日夜研究に励んでいます。
私たちの実験の方法論は、氷に限らず、固体や液
体の表面の構造を
研究するために利
用することができ
ます。企業の方々
との共同研究の可
能性を模索してお
りますので、どう
ぞよろしくお願い
します。

埼玉県先端産業創造プロ
ジェクトにおいて、埼玉
県内の企業と連携しなが
ら、感染症やがんを標的
とした早期検出・診断薬
の研究開発に取り組んで
きました。

学歴・略歴
松下 隆彦
（まつした たかひこ）
埼玉大学 大学院理工学
研究科 物質科学部門
助教

1978年1月北海道生まれ。
2005年6月北海道大学大
学院理学研究科単位取得
退学。博士（理学）。2005
年7月産業技術総合研究
所特別研究員、2008年11
月北海道大学大学院先端
生命科学研究院特任助教、
2013年7月米国ウェイン
州立大学化学科リサーチ
スカラー、2015年10月よ
り現職。専門は生物有機
化学を基盤とした生体機
能分子の創製。

私が研究を基礎から学んだ北海
道大学では、西村紳一郎教授のご指導のもと、色々
なかたちを持つがん関連抗原を効率良くつくる方
法を研究していました。研究室に配属となった私
に与えられたお題は糖ペプチドという非常に複雑
な構造の物質でした。こんな難しいものを一体ど
うしたら次々とつくれるだろうか。以来、大学院
を出た後も数年にわたりこの問題に挑みつづけた
末、ようやく自分なりの答えとなる方法にたどり
着くことができました。
その後、かねてより興味をもっていたアメリカ
のDavid Crich 教授（ウェイン州立大学）のグ
ループで研究する機会に恵まれました。当時の研
究室ではアミノグリコシド系という抗生物質を改
変することで副作用（特に不可逆的な難聴）の少
ない新たな抗菌剤を開発するプロジェクトが展開
されており、私が着手したテーマもその一環でし
た。半合成によってオリジナルの抗生物質から約
二十種類の誘導体をつくりました。生物学的評価
の結果、その中から副作用低減に有望な候補が見
出されたことは非常に幸運でした。
約二年間のアメリカ滞在後、埼玉大学の松岡浩

司教授に助教として採用していただきました。着
任当初、研究室は埼玉県先端産業創造プロジェク
トに参画中であり、私も早々に「感染症及びがん
の早期検出・診断薬の研究開発」に従事させてい
ただきました。研究テーマは埼玉大学の独自技術
によって生み出された次世代抗体と呼ばれる新規
の人工分子を用いてがんマーカーの検出・診断薬
を開発することです。抗原の側に着目して研究し
ていた北海道大学時代とは一転して、ここ埼玉大
学では抗体の側に焦点を当てた研究をさせていた
だき、そのおかげで抗原と抗体のどちらの視点か
らも風通し良く研究を考えられるようになってき
ました。まだまだ学ばなければいけないことは多
いですが、自分のバックグラウンドをうまく活用
して、ユニ
ークで実用
的な疾患検
出・診断薬
を創出して
いきたいと
考えていま
す。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

氷の分子科学
埼玉大学 大学院理工学研究科 物質科学部門 物質基礎領域 山 口 祥 一 教授

新たな疾患検出・診断薬の創出に向けて
埼玉大学 大学院理工学研究科 物質科学部門 物質機能領域 松 下 隆 彦 助教

氷の単結晶表面の結晶方位
を示す六角形の熱腐食孔
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昨今、ビッグデータ等、物事を量的に把握して何かの判断を
下し、質より量が先行しているようです。確かに、学ぶ・練習
する等、量をこなして慣れることは大切です。研究では概ね分
析において定量的に根拠を示すのですが、データの解釈では少
なからず質的な作業が発生します。一方、ヒアリングや観察等、
質的な調査でもある程度、定量的にデータを把握できます。い
ずれにせよ研究の根拠は信頼性・客観性に基づきますが、地域
貢献活動で学生の充実した姿を見ると、量と質を越えて何か本
質的な魅力を感じて行動しているように思います。
そのことを考える例として建築系学生が取り組む木匠塾と社
会人も楽しむスギダラケ倶楽部の活動を紹介します。私が関西
で約20年関与している木匠塾は地元の木材で地域に役立つもの
を学生の手でつくる活動です。数年前、参加者約90名の感想を
分析すると、木そのもの以外に地域や他大学の学生等、人との
繋がりに関心を持ち活動していることが分かりました。スギダ

ラケ倶楽部は杉を愛する人たちの集まり
で、当研究室の学生が協力し、昨秋に無
印良品有楽町店の催しで50台以上の木製
屋台により東京丸の内の通りを木と人の
賑わいで埋め尽くしました。3日間の催
しで社会人と学生が協力して来場者も巻
き込み、木の空間を楽しむ風景が見られ
ました。
これらから、木のものづくりによる地
域貢献活動では、先ず人を介して木にも
関心を持ち、他者と協力して進め信頼感
を得ることが大切と分かりました。楽し
いからもっと工夫してみよう、達成感があるから続けよう等と
いう意識が共感を呼び、人の行動を促進します。仕事も楽しめ、
本質的な充実感のある社会が創られることを望みます。

当研究室は「高温プロセシング」すな
わち様々な材料を高温で加工してものづ
くりをするプロセスを研究しています。
鋳造、溶接などの溶融加工や熱処理など

の研究分野になります。当研究室では、主に鋳造分野の研究を
行っています。鋳造は、材料（主に鉄・アルミニウム・銅・マ
グネシウムなどの金属）を融点よりも高い温度に加熱して液体
にしたあと、型に流し込み、冷やして目的の形状に固めるプロ
セスです。6000年もの歴史がある技術ですが、日々進歩を続け、
今日では新幹線やジェットエンジンなどの部品も作られていま
す。鋳造の中でも私が30年ほど携わってきたダイカストは、精
密で軽量な鋳物が短時間につくることができるプロセスで、エ
ンジンブロックやトランスミッションケースなど自動車部品を
はじめ、ノートパソコンやデジカメなどの部品としても多く使
われています。
当研究室では、鋳鉄、アルミニウム合金、亜鉛合金などの金
属を溶解し、砂型、金型に鋳造してその特性を調べたり、材料
の開発を行ったりします。また、CAE解析なども行います。
当研究室の主なテーマは次のようなものがあります。
・アルミニウム合金の湯流れ性に関する研究
・AC4CH合金鋳物のピンホール欠陥に関する研究
・破断チル層の生成抑制に関する研究

・アルミニウム合金鋳物の割れに関する研究
・アルミニウム基複合材料に関する研究
・急冷凝固亜鉛合金ダイカストに関する研究
・ダクタイル鋳鉄の高度化に関する研究
鋳造では、その製造過程において様々な欠陥や不良が発生し
ます。例えば、溶融金属が鋳型の中を完全に満たすことができ
ないと「未充填」という製品形状を満足できない不良を発生し
ます。その原因には様々な要因がありますが、それらを定量的
に把握し、CAE解析とマッチングさせて、設計段階で製品形
状と製造条件の最適化をはかることができれば効率的な生産活
動が行えます。その他、ピンホール（鋳物中の微細な空洞）や
割れなどの欠陥の発生原因の調査・研究なども行っています。
鋳造に使われる材料には、通常は JIS 規格の合金が用いられ
ますが、それらでは特性が満足できない製品もあります。そこ
で、新たな材料を開発してニーズに応える研究を行っています。
例えば、アルミニウム合金に硬質の粉末を混ぜて鋳造して耐摩
耗性を向上させた複合材料の開発に取り組んだり、亜鉛合金の
成分・組成を大幅に変えて急冷凝固させることで強度を大幅に
向上させた合金の開発などにも取り組んだりしています。
その他、企業で発生した不良の解析や対策に関する技術相談や
共同研究なども行っておりますので、お気軽にご相談ください。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888111111111111111111111111回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

本質を見極める―木のものづくり活動から―
建設学科 戸 田 都生男 准教授

戸田 都生男（とだ つきお）准教授、大阪芸術大学建築学科卒業、京都府立大学大学院博士後期課程生命環境科学研究科単位
取得認定退学、博士（学術）、一級建築士、環境カウンセラー（環境省登録）、木材加工用機械作業主任者。Ms建築設計事務所、
麻生建築＆デザイン専門学校講師等を経て2016年4月より現職。日本建築学会会員、2015年第1回ウッドデザイン賞受賞。専門
は建築計画・木造建築・環境心理学。（連絡先：048‐564‐3853／toda@iot.ac.jp）

ものづくりを支える基盤技術“鋳造”の進化を目指して
製造学科 西 直 美 教授

西 直美（にし なおみ） 教授、東海大学大学院工学研究科博士課程修了、工学博士。一級ダイカスト技能士（コールドチャンバー、
ホットチャンバー）。リョービ株式会社、一般社団法人日本ダイカスト協会を経て2016年4月よりものつくり大学。金属材料、鋳造工学。

木匠塾（もくしょうじゅく）の活動趣旨

スギダラケ倶楽部埼玉支部の活動の様子
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九

競
業
避
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
2
回
）

1

退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
根

拠
は

㈠
在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
と
は
異
な

る
か

労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て

は
、
在
職
中
は
労
働
者
は
誠
実
に
労
務

に
服
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
お
り
、「
直

接
か
つ
狭
義
に
お
け
る
労
務
給
付
じ
た

い
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

お
よ
そ
労
務
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る

使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
労
務
者
は
不

当
に
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
、

こ
れ
を
も
普
通
は
、
労
務
者
の
付
随
的

義
務
と
し
て
の
誠
実
義
務
と
よ
ん
で
い

る
」（
幾
代
通
『
新
版
注
釈
民
法
（
一

六
）』
四
六
頁
）
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
が
雇
用
主
で
は

な
い
第
三
者
、
し
か
も
雇
用
主
と
同
種

の
事
業
を
営
む
競
争
関
係
に
あ
る
者
に
、

本
来
雇
用
主
に
給
付
す
べ
き
労
力
を
提

供
し
、
そ
の
相
手
方
雇
用
主
の
た
め
に

行
為
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
使
用
者
の

利
益
を
第
一
に
擁
護
す
る
こ
と
な
く
自

己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
と

い
う
点
で
、
誠
実
義
務
に
違
反
す
る
も

の
で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
解
雇

や
損
害
賠
償
の
原
因
と
な
り
う
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
は
労
働

契
約
に
付
随
す
る
義
務
と
し
て
信
義
則

上
「
使
用
者
の
利
害
を
害
す
る
よ
う
な

行
為
を
避
け
る
べ
き
責
務
を
負
う
も
の

で
、
雇
用
主
と
競
業
関
係
に
あ
る
会
社

に
利
益
を
与
え
て
自
己
の
雇
用
主
の
利

益
を
害
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
労
働
者
が
労
働
契
約
の
存

続
中
に
労
働
者
が
競
業
避
止
義
務
を
負

う
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。」
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
労
働
契
約
の
存
続
中
に

お
い
て
は
、
労
働
者
が
労
働
契
約
の
付

随
義
務
と
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
う

こ
と
が
異
論
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、

労
働
契
約
の
終
了
後
に
お
い
て
も
こ
の

よ
う
な
義
務
が
存
続
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
こ
の
議
論
の

実
益
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に

関
す
る
明
示
的
な
合
意
が
な
い
場
合
に
、

退
職
し
た
労
働
者
の
競
業
行
為
に
つ
い

て
債
務
不
履
行
責
任
や
不
法
行
為
責
任

を
問
う
余
地
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
点

に
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、「
競
業
避
止
義

務
は
、
原
則
と
し
て
雇
傭
契
約
の
終
了

と
と
も
に
消
滅
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

契
約
終
了
後
の
な
お
一
定
の
範
囲
内
に

お
い
て
残
存
す
る
と
解
さ
る
べ
き
場
合

が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
一
般
論
と

し
て
は
、
労
務
者
が
雇
傭
関
係
継
続
中

に
知
り
え
た
使
用
者
の
業
務
上
や
技
術

上
の
秘
密
を
不
当
に
利
用
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
雇
傭
関
係
終
了

後
も
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
残
存
す

る
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
義
務
を
あ
ま

り
広
く
認
め
る
と
、
労
務
者
で
あ
っ
た

者
の
経
済
的
・
社
会
的
活
動
を
不
当
に

制
約
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
雇

傭
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ

い
て
は
、
雇
傭
契
約
に
伴
っ
て
当
事
者

間
で
特
約
さ
れ
た
場
合
の
み
、
し
か
も

合
理
的
な
範
囲
内
で
の
み
こ
れ
を
認
め

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」（
幾
代
通
前

掲
書
四
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

通
説
的
見
解
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
詳
論
す
れ
ば
、「
学
説
に

お
い
て
は
、
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
労
働

契
約
の
付
随
義
務
た
る
競
業
避
止
義
務

が
そ
の
終
了
後
ま
で
存
続
す
る
と
い
い

う
る
か
は
と
も
か
く
、
特
約
等
の
明
示

的
な
根
拠
が
な
け
れ
ば
、
退
職
後
の
労

働
者
の
競
業
行
為
が
契
約
上
の
債
務
不

履
行
を
生
ず
る
余
地
は
な
い
と
す
る
立

場
が
通
説
的
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
と
し

て
は
、
①
労
働
契
約
終
了
後
の
労
働
者

と
使
用
者
の
法
的
関
係
に
お
い
て
は
、

労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
が
尊
重
さ

れ
、
競
業
行
為
が
自
由
で
あ
る
の
が
原

則
で
あ
る
、
②
付
随
義
務
た
る
競
業
避

止
義
務
は
主
た
る
権
利
義
務
関
係
た
る

労
働
契
約
の
終
了
と
共
に
消
滅
す
る
と

解
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、

③
特
約
等
に
よ
っ
て
競
業
行
為
規
則
の

内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
合
理
性
判
断
は
困
難
に
な
る
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

契
約
終
了
後
の
義
務
の
存
続
を
肯
定
す

る
少
数
説
に
お
い
て
は
、
継
続
的
契
約

関
係
に
お
い
て
は
そ
の
終
了
後
に
お
い

て
も
信
頼
関
係
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
り
、
雇
用
関
係
終
了
後
の

競
業
避
止
義
務
は
雇
用
期
間
中
の
そ
れ

と
比
較
す
る
と
弱
い
も
の
の
な
お
合
理

的
範
囲
内
で
存
続
す
る
、
あ
る
い
は
、

退
職
後
の
労
働
者
の
競
業
行
為
に
対
す

る
規
制
の
可
否
は
問
題
と
な
る
競
業
行

為
の
態
様
が
公
正
な
競
争
の
範
囲
に
止

ま
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

基
準
に
基
づ
い
た
判
断
を
行
う
た
め
に

は
退
職
後
の
信
義
則
上
の
義
務
を
肯
定

す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
説
く
。」（
川

田
琢
之
『
講
座
二
一
世
紀
の
労
働
法
・

第
四
巻
』
四
〇
頁
）
と
い
っ
た
状
況
に

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
退
職
後
の
競
業
避

止
義
務
の
根
拠
と
し
て
は
、
そ
れ
が
合

意
さ
れ
て
い
る
場
合
の
み
な
ら
ず
、
判

例
実
務
上
は
別
図
の
と
お
り
五
つ
の
場

合
が
あ
る
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
一
四
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２８
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―22―



㈡
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の
発
生
根

拠
は
合
意
を
必
要
と
す
る
も
の

前
述
の
と
お
り
、
競
業
避
止
義
務
は

在
職
中
の
場
合
と
退
職
し
た
後
の
場
合

は
異
な
り
、
退
職
後
の
規
制
の
た
め
に

は
職
業
選
択
の
自
由
の
観
点
か
ら
当
事

者
間
に
お
い
て
そ
の
旨
の
合
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
、
次
の

よ
う
な
判
決
は
そ
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
。「

一
般
に
労
働
契
約
終
了
後
の
競
業

避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
は
、
競
業
行

為
に
よ
る
使
用
者
の
損
害
の
発
生
防
止

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
自
由
な
意
思
に
基
づ
い
て
さ
れ
た
合

意
で
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
目
的
の

た
め
に
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約

を
す
る
こ
と
自
体
を
不
合
理
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
労

働
契
約
終
了
後
は
、
職
業
選
択
の
自
由

の
行
使
と
し
て
競
業
行
為
で
あ
っ
て
も

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
原
則

で
あ
る
と
こ
ろ
、
労
働
者
は
、
使
用
者

が
定
め
る
契
約
内
容
に
従
っ
て
付
従
的

に
契
約
を
締
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場

に
立
た
さ
れ
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
使

用
者
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
立
場
上
の

差
を
利
用
し
専
ら
自
己
の
利
の
み
を
図

っ
て
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
特
約
を

約
定
さ
せ
る
者
が
な
い
と
は
い
え
な
い

か
ら

労
働
契
約
終
了
後
の
競
業
避
止

義
務
を
定
め
る
特
約
が
公
序
良
俗
に
反

し
て
無
効
と
な
る
可
能
性
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
競

業
避
止
義
務
を
合
意
に
よ
り
創
出
す
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
労
働
者
は
、

も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
義
務
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
専
ら
使
用
者
の
利
益

確
保
の
た
め
に
特
約
に
よ
り
退
職
後
の

競
業
行
為
避
止
義
務
を
負
担
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
使
用
者
が
確
保
し
よ
う
と

す
る
利
益
に
照
ら
し
、
競
業
行
為
の
禁

止
の
内
容
が
必
要
最
小
限
度
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
か
つ
、
右
競
業
行
為
禁
止

に
よ
り
労
働
者
の
受
け
る
不
利
益
に
対

す
る
充
分
な
代
償
措
置
を
執
っ
て
い
る

場
合
に
は
、
公
序
良
俗
に
は
反
せ
ず
、

そ
の
合
意
は
有
効
で
あ
る
と
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
退
職
し
た
労
働
者
が
退

職
前
に
従
事
し
て
い
た
業
務
に
お
い
て

習
得
し
た
知
識
や
経
験
な
ど
を
生
か
し

て
退
職
前
に
従
事
し
て
い
た
業
務
と
同

種
の
業
務
に
退
職
後
に
従
事
す
る
こ
と

は
、
職
業
選
択
の
自
由
の
行
使
と
し
て

本
来
自
由
に
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
労
働
者
が
使
用
者
と
の
契

約
に
よ
っ
て
競
業
避
止
義
務
を
負
う
場

合
に
は
、
そ
の
労
働
者
が
退
職
前
に
従

事
し
て
い
た
業
務
と
同
種
の
業
務
に
退

職
後
に
従
事
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、

そ
の
た
め
そ
の
労
働
者
が
退
職
後
に
生

活
を
維
持
す
る
方
法
と
し
て
退
職
前
に

従
事
し
て
い
た
業
務
と
同
種
の
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労

働
者
が
経
済
的
な
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
が
、
労
働
者
が
そ
の
よ

う
な
不
利
益
を
被
る
の
は
使
用
者
が
契

約
に
よ
っ
て
労
働
者
の
退
職
後
の
職
業

選
択
の
自
由
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
こ

と
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
と

し
て
は
、
使
用
者
に
そ
の
労
働
者
の
被

る
不
利
益
に
つ
い
て
そ
の
代
償
と
な
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て
、

競
業
行
為
の
禁
止
の
内
容
が
必
要
最
小

限
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
上
に
、
右
競

業
行
為
禁
止
に
よ
り
労
働
者
の
受
け
る

不
利
益
に
対
す
る
充
分
な
代
償
措
置
を

執
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
使
用
者
が
労

働
者
と
の
立
場
上
の
差
を
利
用
し
専
ら

自
己
の
利
の
み
を
図
つ
て
競
業
避
止
義

務
を
定
め
る
特
約
を
約
定
さ
せ
た
と
は

考
え
難
い
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ

る
。」（
平
成
一
二
・
一
二
・
一
八
東
京

地
裁
判
決
、
東
京
貨
物
社
事
件
、
労
判

八
〇
七
号
三
二
頁
）。

ま
た
、
当
事
者
間
の
合
意
の
重
要
な

こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
明
ら
か
に
退
職

後
の
競
業
避
止
義
務
違
反
な
い
し
秘
密

保
持
義
務
違
反
に
該
当
す
る
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
も
、
合
意
が
な
い
こ
と
に
よ
る

競
業
等
は
「
毫
も
妨
げ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
原
告
が
ボ
ー
リ
ン
グ

ピ
ン
補
修
用
塗
料
ピ
ン
パ
ッ
チ
等
の
製

造
に
関
し
被
告
の
い
わ
ゆ
る
製
法
上
の

秘
密
を
知
悉
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

被
告
の
右
製
造
業
務
の
遂
行
に
つ
き
そ

の
労
務
を
給
付
し
て
き
た
結
果
、
原
告

が
技
能
及
び
経
験
を
身
に
つ
け
て
被
告

特
有
の
製
法
に
通
暁
す
る
に
い
た
っ
た

こ
と
を
意
味
し
、
被
告
会
社
を
退
職
し

て
同
種
の
営
業
を
目
的
と
す
る
Ａ
化
工

の
下
請
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
意
図

し
た
原
告
の
独
立
自
営
計
画
が
被
告
の

嫌
忌
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
遂
に
被

告
が
本
件
、
解
雇
を
も
っ
て
こ
れ
に
報

復
し
た
の
も
、
被
告
特
有
の
製
法
に
通

暁
し
て
い
る
原
告
が
被
告
会
社
で
身
に

つ
け
た
豊
か
な
経
験
並
び
に
優
れ
た
技

能
を
活
か
し
て
Ａ
化
工
の
同
種
の
製
造

業
務
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

当
然
に
被
告
の
い
わ
ゆ
る
製
法
上
の
秘

密
が
Ａ
化
工
に
洩
れ
る
と
看
て
取
っ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
会
社

退
職
後
の
競
業
避
止
な
い
し
秘
密
保
持

の
義
務
に
関
し
、
原
被
告
間
に
特
別
の

合
意
事
項
が
存
し
な
い
か
ぎ
り
、（
こ

の
よ
う
な
合
意
事
項
の
存
在
に
つ
い
て

被
告
の
主
張
立
証
は
な
い
。）
原
告
が

退職後の競業避止義務の根拠

雇
用
契
約
に
お
い
て
退
職
後
の
就
業
避
止
義
務
が
合

意
さ
れ
た
場
合

不
正
競
争
防
止
上
の
営
業
秘
密
の
使
用
開
示
に
あ
た

る
場
合

雇
傭
関
係
終
了
後
も
信
義
則
上
の
義
務
と
し
て
残
存

す
る
特
別
の
場
合

支
配
人
・
取
締
役
等
商
法
・
会
社
法
上
の
競
業
避
止

義
務
該
当
者
の
場
合
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被
告
会
社
を
退
職
し
て
、
自
営
た
る
と

雇
用
た
る
と
を
問
わ
ず
、
右
経
験
及
び

技
能
を
活
か
し
て
被
告
と
同
種
の
製
造

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ

っ
て
被
告
の
い
わ
ゆ
る
製
法
上
の
秘
密

が
洩
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
毫
も
妨
げ

ら
れ
る
も
の
で
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、

原
告
が
右
経
験
及
び
技
能
を
活
か
し
て

被
告
と
同
種
の
製
造
業
務
に
従
事
す
る

意
図
を
も
っ
て
原
被
告
間
の
雇
用
関
係

を
終
了
さ
せ
る
た
め
の
意
思
表
示
を
お

こ
な
う
こ
と
は
、
右
意
図
に
お
い
て
被

告
の
い
わ
ゆ
る
製
法
上
の
秘
密
の
洩
れ

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て

妨
げ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
」（
昭
和
四

七
・
一
一
・
一
東
京
地
裁
判
決
、
久
田

製
作
所
事
件
、
労
判
一
六
五
号
六
一

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
ま
た
、「
労
働
者
は
、

そ
の
負
担
す
る
誠
実
義
務
の
一
つ
と
し

て
競
業
避
止
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ
る

が
、
労
働
者
に
は
職
業
選
択
の
自
由
が

保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
法
等

に
よ
り
特
別
規
定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、

雇
用
関
係
終
了
後
は
、
当
事
者
間
で
特

約
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
し
か
も
合

理
的
な
範
囲
に
お
い
て
の
み
競
業
避
止

義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
者
が
雇
用

関
係
中
に
知
り
え
た
業
務
上
の
秘
密
を

不
当
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

義
務
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
規
定
及

び
そ
の
趣
旨
並
び
に
信
義
則
の
観
点
か

ら
し
て
も
、
雇
用
関
係
の
終
了
後
に
も

残
存
す
る
と
い
え
よ
う
が
、
右
を
不
正
、

不
法
と
評
価
す
る
に
際
し
て
は
、
労
働

者
が
有
す
る
職
業
選
択
の
自
由
及
び
営

業
の
自
由
の
観
点
か
ら
導
か
れ
る
自
由

競
争
の
原
理
を
十
分
斟
酌
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

右
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
雇
用
契
約
上
、

雇
用
関
係
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
及

び
秘
密
保
持
義
務
に
つ
い
て
何
ら
の
規

定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
が

雇
用
関
係
終
了
後
に
同
種
営
業
を
開
始

し
、
開
業
の
際
の
宣
伝
活
動
と
し
て
、

従
前
の
顧
客
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と

な
く
、
従
前
の
顧
客
を
も
含
め
て
開
業

の
挨
拶
を
す
る
こ
と
は
、
特
段
の
事
情

の
な
い
限
り
、
自
由
競
争
の
原
理
に
照

ら
し
て
、
許
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」（
平
七
・
一
二
・
二
二
仙
台

地
裁
判
決
、
バ
イ
ク
ハ
イ
事
件
、
判
タ

九
九
九
号
二
三
七
頁
）
と
い
っ
た
職
業

選
択
の
自
由
や
自
由
競
争
の
原
理
を
優

先
し
て
い
る
考
え
方
に
立
つ
判
例
な
の

で
あ
る
。

現
在
、
政
府
の
「
透
明
か
つ
公
正
な

労
働
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
等
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、「
解
雇
無

効
時
に
お
け
る
金
銭
救
済
制
度
の
在
り

方
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
①
解
雇
が
裁
判
に
よ
っ
て

無
効
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
職

場
復
帰
せ
ず
、
退
職
す

る
労
働
者
が
一
定
数
存

在
す
る
こ
と
、
②
行
政

組
織
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

や
労
働
審
判
制
度
、
民

事
訴
訟
上
の
和
解
に
お

い
て
は
、
解
雇
を
め
ぐ
る
個
別
労
働
関

係
紛
争
の
多
く
が
金
銭
で
解
決
さ
れ
て

い
る
と
い
う
実
態
（
特
に
平
成
一
八
年

に
施
行
さ
れ
た
労
働
審
判
制
度
に
お
い

て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
解
雇
を
め
ぐ
る
紛

争
事
案
が
金
銭
で
解
決
さ
れ
て
い
る
現

状
）
の
あ
る
こ
と
、
③
解
雇
無
効
の
地

位
確
認
訴
訟
に
代
え
て
、
解
雇
を
不
法

行
為
と
す
る
損
害
賠
償
訴
訟
の
訴
え
が

裁
判
で
認
め
ら
れ
る
例
も
出
て
き
て
い

る
こ
と
、
等
に
鑑
み
、
解
雇
無
効
時
に

お
け
る
金
銭
解
決
に
よ
る
救
済
制
度
の

在
り
方
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
検
討
会
へ
政
府
案
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
者

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
金
銭

の
支
払
い
を
請
求
で
き
る
権
利
を
法
律

上
に
定
め
る
こ
と
に
よ
る
金
銭
救
済
の

仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の

場
合
の
金
銭
請
求
権
の
発
生
要
件
と
し

て
は
、
①
解
雇
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

②
解
雇
が
客
観
的
理
由
を
欠
き
、
社
会

通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
、
③
労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
、

一
定
額
の
金
銭
の
支
払
い
を
求
め
て
い

る
こ
と
。
法
的
効
果
と
し
て
は
、
右
の

権
利
の
発
生
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

①
金
銭
の
請
求
権
が
発
生
し
、
使
用
者

に
金
銭
の
支
払
義
務
が
生
じ
、
②
使
用

者
が
決
定
さ
れ
た
一
定
額
の
金
銭
を
支

払
っ
た
場
合
に
労
働
契
約
が
終
了
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
上
の
争

い
に
な
っ
た
場
合
に
は
基
本
的
に
紛
争

の
迅
速
な
解
決
、
利
用
者
の
負
担
、
予

見
可
能
性
等
か
ら
、
一
回
の
裁
判
で
解

決
す
る
仕
組
み
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の

解
雇
無
効
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
前
提
で
あ
り
、
労
働
者
が
現
職
復
帰

を
求
め
た
り
、
使
用
者
が
解
雇
は
正
当

と
し
て
争
っ
た
り
し
て
こ
れ
に
応
じ
な

い
場
合
に
は
、
一
回
解
決
は
機
能
し
な

い
制
度
と
い
え
る
。
ま
た
、
訴
訟
法
上

に
も
多
様
な
問
題
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
法
技
術
的
に
分
か
り
に
く
い
制
度
を

わ
ざ
わ
ざ
作
ら
な
く
て
も
、
現
在
の
労

働
局
の
あ
っ
せ
ん
や
裁
判
所
の
労
働
審

判
・
民
事
訴
訟
な
ど
で
の
解
雇
紛
争
の

大
多
数
が
当
事
者
間
の
金
銭
解
決
の
合

意
に
よ
っ
て
解
決
し
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
「
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
の
設

置
」
は
、
必
要
な
い
と
の
意
見
が
有
力

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、
い
わ
ゆ
る「
成
熟
産
業
」か
ら「
成

長
産
業
」
へ
の
労
働
移
動
政
策
と
組
み

合
わ
せ
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
つ
き
、

無
効
な
解
雇
の
代
償
と
し
て
の
使
用
者

か
ら
の
金
銭
だ
け
で
な
く
、
雇
用
保
険

制
度
の
労
働
移
動
支
援
制
度
の
新
分
野

と
し
て
、
新
た
な
再
就
職
に
向
か
っ
て

の
労
働
移
動
の
促
進
の
た
め
に
、
解
決

金
に
加
え
て
給
付
金
を
一
定
期
間
給
付

し
、
労
働
者
の
生
活
保
障
と
新
た
な
キ

ャ
リ
ア
の
形
成
の
た
め
の
教
育
訓
練
等

を
組
み
合
わ
せ
て
、
労
働
移
動
の
活
性

化
に
積
極
活
用
す
る
立
法
と
す
べ
き
方

向
転
換
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

解
雇
の
金
銭
解
決
制
を

労
働
移
動
に
利
用

弁
護
士

安
西

�

―24―



平
成
29
年
度

産
業
労
働
部
主
要
施
策

人
口
減
少
・
異
次
元
の
高
齢
化
の
進
展
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
情
報
通
信
分
野

に
お
け
る
技
術
革
新
、
広
域
交
通
網
の
充

実
な
ど
、
本
県
を

取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
県

民
の
誰
も
が
将
来

に
希
望
を
持
ち
、

生
き
生
き
と
活
躍

で
き
る
「
希
望
・

活
躍
・
う
る
お
い

の
埼
玉
」
を
実
現

す
る
た
め
、「
人
口

構
造
の
変
化
へ
の

挑
戦
」、「
強
い
埼

玉
県
経
済
」、「
地

域
の
安
心
・
発
展
」

と
い
う
3
つ
の
大

き
な
視
点
に
よ
り

施
策
を
展
開
し
て

い
く
。

「
人
口
構
造
の
変
化
へ
の
挑
戦
」
で
は
、

「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
し
、
企
業
に
お
け
る
シ
ニ
ア
の
働

く
場
の
拡
大
、
シ
ニ
ア
の
就
業
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
継
続
的
な
情
報
発
信

に
よ
り
シ
ニ
ア
活
躍
の
気
運
を
醸
成
す
る
。

こ
の
ほ
か
労
働
分
野
で
は
、
多
彩
な
人

財
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
埼
玉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職

支
援
と
企
業
の
人
材
確
保
支
援
、
埼
玉
版

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、障

害
者
の
雇
用
機
会
拡
大
と
職
場
定
着
、
も

の
づ
く
り
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

ま
た
、「
強
い
埼
玉
県
経
済
」
を
つ
く

る
た
め
、
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
加
速
さ
せ
、
研
究
開
発
の
成
果
を
様
々

な
分
野
で
製
品
化
・
事
業
化
に
つ
な
げ
る

ほ
か
、
本
県
の
立
地
優
位
性
を
生
か
し
た

企
業
誘
致
、
ア
セ
ア
ン
市
場
参
入
等
の
海

外
展
開
支
援
を
推
進
し
、本
県
経
済
の「
稼

ぐ
力
」
を
強
化
す
る
。

「
地
域
の
安
心
・
発
展
」
で
は
、
東
京
2

0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
な
ど
を
契
機
と
し
た
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
プ
ラ
チ

ナ
ル
ー
ト
」
の
ツ
ア
ー
販
売
促
進
な
ど
に

よ
り
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
取
り
組
む
。

こ
の
ほ
か
産
業
分
野
で
は
、
埼
玉
の
成

長
を
生
み
出
す
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、

県
内
企
業
の
99
・
9
％
を
占
め
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
革
新
の
取
組

へ
の
支
援
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
も

の
づ
く
り
の
生
産
性
向
上
の
支
援
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
映
像
の
開
発
推
進
、

人
材
育
成
や
空
き
店
舗
対
策
等
に
よ
る
地

域
商
業
の
強
化
、
制
度
融
資
に
よ
る
資
金

調
達
の
円
滑
化
支
援
に
取
り
組
む
。

こ
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
と
雇
用
の
好
循
環
を
目
指
し
て

い
く
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
点
施
策

（

）
内
は
平
成
29
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

1

就
業
支
援
と
雇
用
環
境
の
改
善

①

非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業

（
3
6
�4
9
0
）

�
就
職
氷
河
期
世
代
等
の
非
正
規
雇
用
者

の
正
社
員
化
支
援
の
た
め
、
総
合
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
ほ
か
、
非
正
規
雇
用

者
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施

�
専
門
家
派
遣
や
巡
回
相
談
に
よ
り
正
社

員
転
換
を
進
め
る
企
業
を
支
援
す
る
ほ

か
、
市
町
村
等
と
連
携
し
た
正
社
員
化

推
進
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

②

埼
玉
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
推
進
事
業

（
1
8
8
�3
7
6
）

�
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ

テ
ラ
イ
ト
」
に
お
い
て
、
県
が
行
う
就

職
相
談
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
紹

介
ま
で
一
体
的
に
就
職
支
援
を
実
施

�
企
業
か
ら
の
人
材
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
る
「
企
業
人
材
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」

を
設
置

�
企
業
を
人
材
確
保
の
面
か
ら
支
援
す
る

た
め
、
求
人
・
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
支
援
す
る
面
接
会
を
開
催

2

「
働
く
シ
ニ
ア

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進

①

企
業
に
お
け
る「
シ
ニ
ア
の
働
く
場
」

の
拡
大

（
6
9
�6
1
5
）

�
企
業
に
対
し
て
シ
ニ
ア
の
活
躍
推
進
を

働
き
か
け
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

な
ど
に
取
り
組
む
企
業
を
「
シ
ニ
ア
活

躍
推
進
宣
言
企
業
」
に
認
定

�
70
歳
ま
で
働
け
る
よ
う
定
年
の
廃
止
や

引
上
げ
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
を
支
援

す
る
た
め
、「
70
歳
雇
用
推
進
助
成
金
」

を
創
設

�
業
界
団
体
等
と
連
携
し
た
企
業
向
け
セ

ミ
ナ
ー
や
成
果
発
表
会
等
の
開
催

②

シ
ニ
ア
の
就
業
へ
の
支
援

（
1
8
5
�6
9
8
）

�
県
内
8
か
所
に
設
置
し
た
セ
カ
ン
ド
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就
職
支
援

�
働
く
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
に
職
場
体
験

の
場
を
提
供
す
る
シ
ニ
ア
向
け
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
や
、
シ
ニ
ア
向
け

の
起
業
セ
ミ
ナ
ー
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
シ
ニ
ア
向
け
起
業
支
援

③

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

（
5
4
�3
4
6
）

�「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
仮
称
）」
の
設
置
を
支
援
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
会
員
向
け
の
派
遣
先
企
業
の
開
拓
な

ど
シ
ニ
ア
の
就
業
の
場
を
拡
大

�
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
づ
く
り
に
つ

な
が
る
特
色
あ
る
取
組
を
行
う
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
等

④

シ
ニ
ア
活
躍
の
気
運
醸
成

（
3
2
�9
3
3
）

�
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ

く
り
と
す
る
た
め
、
第
一
線
で
活
躍
す

る
シ
ニ
ア
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

実
施

�
情
報
発
信
力
の
高
い
方
を
「
彩
の
国
シ

ニ
ア
応
援
大
使
」
と
し
て
任
命
し
、
魅

力
的
で
多
彩
な
シ
ニ
ア
の
活
躍
を
Ｐ
Ｒ

す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
情
報
を
発
信

3

女
性
が
い
き
い
き
と
輝
く
社
会
の
構

築
（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
更
な
る
推
進
）

①

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備

（
1
6
7
�3
8
1
）

�
男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
促
進
や
時
間

外
労
働
の
削
減
等
働
き
方
の
見
直
し
に

取
り
組
む
企
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、
仕

事
と
子
育
て
等
の
両
立
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
企
業
を
「
多
様
な
働
き
方
実
践

企
業
」
と
し
て
認
定

�
商
工
団
体
や
業
界
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

女
性
の
少
な
い
業
種
等
へ
の
雇
用
や
定

着
に
向
け
た
取
組
を
実
施
す
る
ほ
か
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
向
け

の
働
き
続
け
る
意
欲
を
醸
成
す
る
た
め

の
講
座
を
実
施

②

女
性
の
就
業
や
起
業
へ
の
支
援

（
2
0
2
�2
2
7
）

女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

相
談
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施
に
よ

り
、
女
性
の
就
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、

女
性
起
業
家
に
よ
る
講
演
、
交
流
会
、

起
業
相
談
な
ど
女
性
起
業
促
進
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

③

女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
気
運
づ
く

り

（
2
8
�3
9
0
）

�
鉄
道
会
社
や
商
業
施
設
と
連
携
し
、
女

性
活
躍
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

�
「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
検
定
」
の
実
施
等

に
よ
り
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
サ
イ
ト
の

発
信
力
を
強
化

4

障
害
者
に
対
す
る
就
業
支
援

（
1
4
9
�7
8
0
）

�
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

産業労働部一般会計予算
＊県の一般会計予算に占める部の事業予算の割合

区 分 平成29年度 平成28年度 伸び率
予算総額 21，094，364千円 22，793，276千円 ▲7．5％

一般会計構成比＊ 1．1％ 1．2％ ―

コバトン
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平
成
28
年
労
働
組
合
基
礎
調
査

結
果（
埼
玉
県
）に
つ
い
て

労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

る
企
業
へ
の
雇
用
方
法
の
提
案
か
ら
採

用
ま
で
の
支
援

�
精
神
保
健
福
祉
士
と
精
神
障
害
者
雇
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
チ
ー
ム
に
よ
る
受
入

企
業
の
開
拓
と
就
業
環
境
の
整
備
に
よ

る
精
神
障
害
者
の
職
場
定
着
支
援

�
障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
企
業
へ
の

雇
用
の
要
請

�
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で
精
神
障
害

者
等
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
実
施

5

新
た
な
産
業
の
育
成
と
企
業
誘
致
の

推
進

①

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
映
像
開
発

推
進
事
業

（
2
9
�1
0
0
）

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
可
能
性
が

あ
り
市
場
の
急
拡
大
が
予
測
さ
れ
て
い

る
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
／
Ａ
Ｒ
（
拡
張

現
実
）
の
映
像
制
作
者
育
成
に
よ
り
次

世
代
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
振
興

②

企
業
誘
致
の
推
進

（
1
�7
5
9
�0
5
0
）

�
市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の
促
進

及
び
立
地
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

実
施
、
関
西
地
区
企
業
と
の
交
流
会
の

開
催
、
企
業
立
地
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

産
業
用
地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等

�
農
業
大
学
校
跡
地
の
活
用
に
向
け
た
土

地
利
用
調
査
及
び
環
境
影
響
評
価
等
の

実
施

③

先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
（
一
部
2
月
補
正
）

（
2
�0
9
8
�5
1
2
）

�
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
、
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
航

空
・
宇
宙
を
重
点
5
分
野
に
位
置
づ
け
、

先
端
的
な
研
究
成
果
と
企
業
の
優
れ
た

技
術
を
融
合
さ
せ
、
実
用
化
・
製
品
化
・

事
業
化
を
促
進
す
る
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
に
つ
い
て
広
く
情
報
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
に
付
加
価
値

の
高
い
先
端
産
業
を
育
成
・
集
積

�
試
作
品
等
の
性
能
評
価
を
行
う
実
証
フ

ィ
ー
ル
ド
を
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

内
に
整
備

④

小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
2
�9
6
9
�2
7
2
）

�
商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
行
う
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普
及
事
業

へ
の
助
成

�
商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
連
携
体
制
を

地
域
単
位
で
よ
り
強
化
し
、
事
業
者
の

経
営
相
談
へ
の
き
め
細
か
な
対
応
や
地

域
経
済
振
興
事
業
の
実
施

⑤

中
小
企
業
経
営
革
新
促
進
事
業

（
8
3
�3
0
0
）

中
小
企
業
の
経
営
革
新
へ
の
意
欲
喚

起
、
計
画
策
定
及
び
承
認
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
行

う
ほ
か
、
企
業
に
身
近
な
商
工
会
議
所
、

商
工
会
が
経
営
革
新
へ
の
支
援
を
行
う

た
め
の
事
業
費
の
助
成

⑥

中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
1
�4
1
8
�9
3
0
）

経
営
者
の
個
人
保
証
を
不
要
と
す
る

「
事
業
資
金
・
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
対
応
貸
付
」
や
、
多
様
な
働
き
方

実
践
企
業
や
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
宣
言
企

業
な
ど
を
対
象
と
す
る
「
事
業
資
金
・

働
き
方
改
革
企
業
優
遇
貸
付
」
を
創
設

⑦

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

（
1
3
3
�4
3
8
）

�
県
内
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支

援
す
る
現
地
支
援
拠
点
（
上
海
、
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ
）
の
運
営
や
、
県
内
企
業

の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
確
保
の
支
援

�
ジ
ェ
ト
ロ
や
商
工
団
体
、
市
町
村
と
連

携
し
た
海
外
展
開
支
援
の
実
施

⑧

地
域
商
業
の
強
化
（
3
7
�0
1
2
）

�
地
域
商
業
の
け
ん
引
役
と
な
る
人
材
の

育
成
や
、
商
店
街
の
各
個
店
と
顧
客
と

の
密
着
度
を
高
め
る
ソ
フ
ト
事
業
へ
の

助
成

�
繁
盛
店
の
事
例
を
基
に
し
た
経
営
ヒ
ン

ト
集
の
作
成
や
専
門
家
派
遣
な
ど
個
店

へ
の
経
営
支
援

�
市
町
村
等
と
連
携
し
て
空
き
店
舗
解
消

に
取
り
組
む
商
店
街
の
集
中
支
援

6

産
業
人
材
の
確
保
・
育
成

①

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成

（
5
1
�0
7
6
）

�
県
内
高
校
生
に
職
業
と
し
て
の
も
の
づ

く
り
を
実
体
験
と
し
て
意
識
付
け
る
県

内
企
業
等
へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

�
若
手
技
能
者
の
レ
ベ
ル
の
向
上
と
す
そ

野
の
拡
大
、
先
端
産
業
分
野
の
人
材
育

成
、
非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
転
換
支

援
の
実
施

7

観
光
の
振
興

①

既
存
資
源
の
徹
底
活
用
と
観
光
基
盤

の
整
備

（
2
2
�4
2
5
）

�
先
端
産
業
の
見
学
や
伝
統
産
業
の
体
験

が
で
き
る
工
場
等
の
外
国
人
観
光
客
の

受
入
体
制
整
備
を
支
援
す
る
ほ
か
、
外

国
人
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
県
が
開
発
支

援
し
た
伝
統
的
手
工
芸
品
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施

�
熊
谷
市
、
製
麺
関
連
事
業
者
等
と
連
携

し
「
全
国
ご
当
地
う
ど
ん
サ
ミ
ッ
ト
in

熊
谷
」
を
開
催

②

外
国
人
観
光
客
1
0
0
万
人
の
誘

致
促
進

（
9
4
�1
2
9
）

�
川
越
か
ら
周
遊
し
て
秩
父
・
長
瀞
地
域

に
宿
泊
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
プ
ラ

チ
ナ
ル
ー
ト
」
を
旅
行
商
品
と
し
て
企

画
・
販
売
す
る
事
業
者
を
支
援

�
台
湾
に
設
置
し
た
埼
玉
国
際
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
活
用
し
、
訪
日
教
育
旅

行
誘
致
を
加
速

�
県
全
体
で
ア
ニ
メ
関
連
事
業
を
展
開
す

る
ほ
か
、
本
県
が
舞
台
地
の
ア
ニ
メ
を

海
外
で
Ｐ
Ｒ

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
7
1
5
）

県
で
は
、
平
成
28
年
6
月
30
日
現
在
の

県
内
の
労
働
組
合
数
及
び
組
合
員
数
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
県
内

の
全
て
の
労
働
組
合
を
対
象
に
、
組
合
員

数
の
状
況
等
に
つ
い
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

①
労
働
組
合
数
及
び
組
合
員
数

県
内
の
労
働
組
合
数
は
1
�
7
2
4
組

合
、
組
合
員
数
は
3
5
5
�
9
1
2
人
で
、

前
年
と
比
較
し
て
、
63
組
合（
3
・
5
％
）、

5
�
4
4
1
人
（
1
・
5
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
合
員

5
4
�
5
0
4
人
で
、
前
年
よ
り
5
�

7
6
6
人
（
11
・
8
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
全
労
働
組
合
員
数
に
占
め
る
割
合

は
15
・
3
％
と
な
り
、
前
年
よ
り
1
・
8

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

③
推
定
組
織
率

労
働
組
合
員
数
を
県
内
の
推
定
雇
用
者

数
で
除
し
た
推
定
組
織
率
は
14
・
0
％
で
、

前
年
よ
り
0
・
4
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ｗ
ｅ
ｂ
で
「
埼
玉
県
平
成
28
年
労
働
組
合

基
礎
調
査
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
7
）

県
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
労
働
関
係
の
身
近
な
問

題
等
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
よ
い
職
場
づ
く

り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

5
月
下
旬
か
ら
次
の
会
場
の
受
講
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
御
関
心
を
お
持
ち
の
皆

様
は
是
非
と
も
御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
さ
い
た
ま
会
場

（
新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
）

①
テ
ー
マ
／
日
時

「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
実
務
に
活
か

す
労
働
法
の
基
礎
知
識
（
仮
）
第
1

回
」
／
6
月
30
日
㈮
14
時
〜
16
時

②
テ
ー
マ
／
日
時

「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
実
務
に
活
か

す
労
働
法
の
基
礎
知
識
（
仮
）
第
2

回
」
／
7
月
3
日
㈪
14
時
〜
16
時

※
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ｗ
ｅ
ｂ
で
「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
以
降
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

も
、
順
次
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）
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時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
等

に
関
す
る
労
使
合
意

2
0
1
7
年
3
月
13
日

一
般
社
団
法
人

日
本
経
済
団
体
連
合
会

3
月
13
日
、
経
団
連
と
連
合
は
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
等
に
関
し
て
下
記
の

と
お
り
合
意
に
達
し
た
。

日
本
経
済
団
体
連
合
会
と
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
は
、
働
き
方
改
革
を
強
力
に

推
し
進
め
、
長
時
間
労
働
に
依
存
し
た
企

業
文
化
や
職
場
風
土
の
抜
本
的
な
見
直
し

を
図
る
こ
と
で
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
ゼ

ロ
の
実
現
と
、
女
性
や
若
者
、
高
齢
者
な

ど
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
構

築
に
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
む
。

両
団
体
は
、
罰
則
付
き
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
導
入
と
い
う
、
労
働
基
準
法

70
年
の
歴
史
の
中
で
特
筆
す
べ
き
大
改
革

に
合
意
し
た
。
そ
の
際
、
労
働
組
合
に
属

さ
な
い
労
働
者
の
保
護
や
中
小
・
零
細
企

業
の
対
応
可
能
性
な
ど
も
考
慮
し
た
。

政
府
に
は
、
働
き
方
改
革
実
現
会
議
が

近
く
取
り
ま
と
め
る
実
行
計
画
に
、
下
記

の
合
意
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
を
要
望
す

る
。な

お
、
労
働
基
準
法
は
、
労
働
者
が
人

た
る
に
値
す
る
生
活
を
充
た
す
う
え
で
の

最
低
基
準
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
労
使

は
そ
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
る
べ
き
と

さ
れ
て
い
る
。
特
別
の
事
情
に
よ
り
「
特

別
条
項
」
を
適
用
す
る
場
合
で
も
、
上
限

時
間
水
準
ま
で
の
協
定
を
安
易
に
締
結
す

る
の
で
は
な
く
、
月
45
時
間
、
年
3
6
0

時
間
の
原
則
的
上
限
に
近
づ
け
る
努
力
が

重
要
で
あ
る
。

個
別
企
業
労
使
に
は
、
こ
の
こ
と
を
し

っ
か
り
確
認
し
合
い
な
が
ら
、
自
社
の
事

情
に
即
し
た
時
間
外
労
働
の
削
減
に
不
断

の
努
力
を
求
め
た
い
。記

1
�
上
限
規
制

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
は
、
月
45
時

間
、
年
3
6
0
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

一
時
的
な
業
務
量
の
増
加
が
や
む
を
得
な

い
特
定
の
場
合
の
上
限
に
つ
い
て
は
、

1
�
年
間
の
時
間
外
労
働
は
月
平
均
60

時
間
（
年
7
2
0
時
間
）
以
内
と

す
る

2
�
休
日
労
働
を
含
ん
で
、
2
ヵ
月
な

い
し
6
ヵ
月
平
均
は
80
時
間（
＊
）

以
内
と
す
る

3
�
休
日
労
働
を
含
ん
で
、
単
月
は
1

0
0
時
間
を
基
準
値
と
す
る

4
�
月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

は
年
半
分
を
超
え
な
い
こ
と
と
す

る

以
上
を
労
働
基
準
法
に
明
記
す
る
。
こ

れ
ら
の
上
限
規
制
は
、
罰
則
付
き
で
実
効

性
を
担
保
す
る
。

さ
ら
に
、
現
行
省
令
で
定
め
る
36
協
定

の
必
須
記
載
事
項
と
し
て
、
月
45
時
間
を

超
え
て
時
間
外
労
働
し
た
者
に
対
す
る
健

康
・
福
祉
確
保
措
置
内
容
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
特
別
条
項
付
36
協
定
を
締
結
す

る
際
の
様
式
等
を
定
め
る
指
針
に
時
間
外

労
働
の
削
減
に
向
け
た
労
使
の
自
主
的
な

努
力
規
定
を
盛
り
込
む
。

（
＊
）2
ヵ
月
な
い
し
6
ヵ
月
平
均
80
時
間

以
内
と
は
、
2
ヵ
月
、
3
ヵ
月
、
4

ヵ
月
、
5
ヵ
月
、
6
ヵ
月
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
月
平
均
80
時
間
を
超
え

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

2
�
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

終
業
か
ら
始
業
ま
で
に
一
定
時
間
の
休

息
時
間
を
設
け
る
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
制
度
を
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
及
び

同
指
針
に
盛
り
込
む
。
ま
た
、
制
度
の
普

及
促
進
に
向
け
て
、
労
使
関
係
者
を
含
む

有
識
者
検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
。

3
�
過
労
死
等
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
く

大
綱
を
見
直
す
際
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
等
の
新
た
な
政
府
目
標
を
掲
げ
る
こ
と

を
検
討
す
る
。
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
向
け
て
、
労
使
関
係
者
を
交

え
た
場
で
対
策
の
検
討
を
行
う
。

4
�
労
働
政
策
審
議
会
に
お
け
る
検
討

上
限
規
制
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

労
働
政
策
審
議
会
で
検
討
す
る
。

5
�
検
討
規
定

法
律
施
行
5
年
経
過
時
に
お
い
て
、
法

律
の
施
行
状
況
や
過
労
死
等
労
災
認
定
の

状
況
、
長
時
間
労
働
の
削
減
状
況
、
企
業

活
動
へ
の
影
響（
特
に
中
小
・
零
細
企
業
）

な
ど
に
基
づ
き
、
労
働
時
間
法
制
の
あ
り

方
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、

そ
の
旨
を
労
働
基
準
法
附
則
に
記
載
す
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

経経
団団
連連
のの
活活
動動
・・
提提
言言
なな
どど

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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告

知

版

四
月
四
日
〜
五
月
一
〇
日

◆
四
・
四
、
五

新
入
社
員
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
四
・
七

第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
三

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
一
四

第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
七

第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
九

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策

説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
〇

管
理
職
の
た
め
の
仕
事
の
渋
滞

解
消
術
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
四

第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
六

平
成
二
九
年
度
「
埼
玉
県
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」
説
明
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
一
〇

平
成
二
九
年
度
定
時
総
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
五
日
㈪

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

「
安
保
論
争
」
〜
日
本
で
は
な
ぜ
奇
妙

な
「
正
義
」
が
ま
か
り
通
る
の
か
〜

講
師

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

細
谷
雄

一
氏

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
七
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

武
器
と
し
て
の
人
口
減
社
会
〜
国
際
比

較
統
計
で
わ
か
る
日
本
の
強
さ
〜

講
師

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
東

京
セ
ン
タ
ー
長

村
上
由
美
子
氏

★
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
一
九
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

老
舗
企
業
の
強
さ
に
学
ぶ
〜
持
続
的
競

争
力
の
強
さ
の
秘
訣
と
は
〜

講
師

明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
神
田
良

氏

★
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

五
月
二
二
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

歴
史
に
学
ぶ�
戦
国
武
将
シ
リ
ー
ズ
第
三

弾
�
戦
国
最
強
の
武
将
は
誰
か
？

講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本
郷
和

人
氏

★
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

五
月
二
四
日
㈫
・
二
五
日
㈬

会
場

北
海
道
・
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

内
容

北
海
道
・
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

視
察
会

★
労
働
法
実
務
講
座
第
一
講

日
時

五
月
三
〇
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一

内
容

労
働
法
の
基
礎
、
労
働
時
間
と
時
間
外

管
理
、
休
日
、
休
暇
の
法
律
実
務

講
師

外
井
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士
外
井
浩

志
氏

★
同
右
第
二
講

日
時

六
月
六
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六
時

四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

人
事
異
動
と
出
向
・
転
籍
の
法
律
実
務
、

懲
戒
処
分
、セ
ク
ハ
ラ・パワ
ハ
ラ

講
師

同
右

★
同
右
第
三
講

日
時

六
月
一
五
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

退
職
・
休
職
・
解
雇
・
懲
戒
の
法
律
実

務
、
労
働
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

講
師

同
右

★
同
右
第
四
講

日
時

六
月
二
〇
日
㈫
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
有
期
労
働
者
、
派

遣
労
働
者
の
管
理
と
法
律
実
務
、
就
業

規
則

講
師

外
井
法
律
事
務
所
弁
護
士

伊
藤
和
樹

氏

★
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
一
講

日
時

六
月
二
一
日
㈬
一
三
時
二
〇
分
〜
一
六

時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

課
長
の
使
命
と
役
割
を
自
覚
す
る

講
師

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田
有

明
氏

★
同
右
第
二
講

日
時

六
月
二
八
日
㈬
一
三
時
二
〇
分
〜
一
六

時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
鍛
え
る
基
本
演
習

講
師

同
右

★
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
三
日
㈮
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
〜
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョン
を
知
り
、成
長
企
業
に
学
ぶ
〜

講
師

野
村
リ
サ
ー
チ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
㈱

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
グ
ル
ー
プ

御
子
柴
史

郎
氏

㈱
ハ
イ
デ
イ
日
高
代
表
取
締
役
会
長

神
田

正
氏

★
紙
飛
行
機
で
わ
か
る
！
財
務
会
計

日
時

六
月
二
七
日
㈫
九
時
三
〇
分
〜
一
六
時

三
〇
分

内
容

財
務
会
計
の
基
本
を
理
解
し
、
会
社
の

立
ち
上
げ
か
ら
製
造
販
売
、
決
算
に
至

る
ま
で
の
流
れ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン・

ゲ
ー
ム
を
行
い
な
が
ら
身
に
つ
け
る

講
師

㈱
人
材
育
成
社
取
締
役

芳
垣
玲
子
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

Ａ
Ｃ
Ｓ
㈱

代
表
取
締
役

魚
本

泰
良

川
口
市
前
川
町
三
―
三
六
五

電
話
〇
四
八
―
四
八
六
―
九
八
九
六

（
資
）
八
百
万
円

（
従
）
二
一
名

産
業
用
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
開
発
・
製

造
・
販
売

児
玉
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

代
表
取
締
役

児
玉

洋
介

豊
島
区
南
池
袋
一
―
一
六
―
二
〇
ぬ
か
り
や

ビ
ル
7
Ｆ

電
話
〇
三
―
三
九
七
一
―
二
六
五
六

（
資
）
四
千
八
百
万
円

（
従
）
三
五
名

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
ル
の
製
造
・
施
工

税
理
士
法
人
小
林
合
同
会
計

代
表
社
員
税
理
士

小
林

政
氏

川
口
市
中
青
木
1
―
1
―
25

電
話
〇
四
八
―
二
五
三
―
五
六
六
八

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
四
八
名

税
理
士
業
務

㈱
サ
ン
ワ
製
作
所

代
表
取
締
役

村
上

忠
彦

さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
三
条
町
一
九

電
話
〇
四
八
―
六
二
〇
―
七
二
七
二

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
八
名

製
造
業
（
ア
ク
リ
ル
板
加
工
）

㈱
篠
崎
運
送
倉
庫

代
表
取
締
役
社
長

篠
﨑

晃
市

鴻
巣
市
広
田
四
六
七
―
1

電
話
〇
四
八
―
五
六
九
―
一
一
二
一

（
資
）
九
千
五
百
万
円

（
従
）
九
一
名

運
送
業
、
倉
庫
業

有
限
会
社
修
幸
建
設

代
表
取
締
役

小
泉

修
一

さ
い
た
ま
市
緑
区
馬
場
二
―
一
一
―
一
七

電
話
〇
四
八
―
八
二
六
―
六
六
九
九

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
一
一
名

水
道
工
事
・
舗
装
・
土
木
工
事

西
武
通
運
㈱

代
表
取
締
役
社
長

鳥
居

伸
雄

狭
山
市
入
間
川
一
―
一
―
五
四

電
話
〇
四
―
二
九
五
四
―
二
一
二
一

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
六
名

一
般
貨
物
運
送
事
業
、
自
動
車
輸
送
、
引
越
、

倉
庫
保
管
他

㈱
タ
カ
ダ
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

髙
田

輝
成

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
五
―
三
三
―
一

二
―
八
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
六
八
二
―
六
〇
二
八

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
六
名

貨
物
運
送
事
業
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業
・
電

気
工
事
業

㈱
テ
ル
ミ

代
表
取
締
役

高
田

龍
美

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
東
大
宮
五
―
三
五
―
一

〇電
話
〇
四
八
―
六
八
五
―
九
八
九
八

（
資
）
一
億
円

（
従
）
四
六
名

不
動
産
業
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

㈱
ハ
グ
リ
ス

代
表
取
締
役

内
田

ひ
と
み

川
口
市
上
青
木
西
五
―
二
三
―
二
三

電
話
〇
三
―
六
八
六
九
―
二
七
六
五

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
一
名

人
材
サ
ー
ビ
ス
業
、
人
材
育
成
、
社
員
研
修
、

女
性
活
躍
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

山
伸
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

代
表
取
締
役

前
島

伸
泰

川
口
市
大
字
安
行
領
根
岸
九
二
五
―
一

電
話
〇
四
八
―
二
八
六
―
三
一
一
一

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
五
二
名

鋼
材
卸
、
加
工
、
販
売

税
理
士
法
人
ル
ベ
ー
ル

代
表
社
員
税
理
士

古
屋

博
史

上
尾
市
上
一
四
五
〇
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
七
四
―
〇
七
一
七

（
資
）
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

税
理
士
業

〈
代
表
者
変
更
〉

ク
ラ
リ
オ
ン
㈱

執
行
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ

河
端

敦
（
旧

取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

泉

龍
彦
）

㈱
埼
玉
コ
ー
ヨ
ー

代
表
取
締
役
社
長

根
生

雄
勝
（
旧

浅
野

勇
治
）

ジ
ェ
イ
ア
ン
ド
エ
ス
保
険
サ
ー
ビ
ス
㈱
埼
玉
営

業
本
部

取
締
役
常
務
執
行
役
員

醍
醐

尚
人
（
旧

山
中

崇
）

東
京
ガ
ス
㈱
埼
玉
支
社

埼
玉
支
社
長

阿
久
根

謙
司（
旧

山
内

真
輝
）

野
村
證
券
㈱
さ
い
た
ま
支
店

支
店
長

北
川

敏
也
（
旧

藤
井

公
房
）

㈱
マ
イ
ナ
ビ

埼
玉
支
社

支
社
長

井
口

隆
之
（
旧

鈴
木

隼
人
）

〈
社
名
変
更
〉

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
産
業
機
器
本
部

（
旧

富
士
重
工
業
㈱
産
業
機
器
本
部
）

セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
工
業
㈱
東
京
事
業
所

（
旧

東
京
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
工
業
㈱
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
九
八
号

2
0
1
7
年
5
月
10
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会
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